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言

　

朝
鮮
に

於
け
る

酒
類
の

釀
造
に

は

支

那
と
同

樣
麹
と

し
て

歐
米

人
の

所
謂
「

支

那
酵
母
」

を
使

用
し

朝
鮮
語

に

て

ヌ

ル

ク

と
稱

す
る

物
之

れ
な
b
。

現

今
尚
ほ

鮮
人
の

手
に

據
り

製
黜
さ

れ
製
黐
法
の

如
き

は

地
方
に

よ
b
叉
各
製
舳

人
に

よ
り

夫
々

異
り

多
種
多
樣
な
れ
こ

も

歸
す
る

所
大

同
小
異
に

て

支

那
産
翻

子
の

製

舳
法
と

類
似
す
る

點

多
し
。

既
に

夲

壤
及
仁
川
地

方
に

於
け

る

醸
造
家
中
に

は

在

來

法
よ

り

も
製
囎
日

數
を
短
縮
し
、

而
か

も

四

季
を

通
じ

製
細

し

得
る

改

良
法
を

用
ひ

居
れ

こ

も

在
來
法
に

比
し
糖
化

力
稍
々

不
良
な
る

も
の

あ

り

て

徇
ほ

改
良
の

餘

地
存

す
る

も
の

・

如
し
。

　

高
梁
酒
用
紬
子
の

如
き

も
其
製
黐
は

凡
て

高
粱

酒
釀
造
業
者
の

兼
業
に

て

之
を
専
業
と

す
る

も
の

な

く
、

製
嫐
は
四

季
之

を
行
は

す
。

或
る

好

季

節
を

撰
び
一

ヶ

年
分
の

製
造
を

了
す
る

も
の

な

れ

ば

資
本
金
の

固
定
或
は

業
貯
藏
中
虫

害
に

慷
る

損
央
及
び

乾
燥

、

保
存
に

も

相

等

勞
力
及

經
費
を

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　ヤ

要
す

る

點
は

常
に

醸
造
業

渚
の

深
く

苦
し

む
所
な
り
。

由
つ

て

是
等
の

缺
點
を

除
去
せ

む
に

は
四

季
を

逋
じ

之
を

製
造
す

る

に

あ
b
。

而
し

て

糖
化

強
力
な

る

皴

子
の

製
黐
に

成
功
せ

ば

將
來
必

ら
す

や
製
細

業
が
一

つ

の

獨

立
せ

る

専…
門

業
と

な

る

は

豫
期
せ

ら
る
・

所
に

て

是
が

製
舳

法
の

改
良
を

計
ら

む
と

欲
し

茲
に

其
研

究
の

第
一

歩
と

し
て

黜

子
中
の

微
生
物

分
離
に

着
手
せ

り
。

　
支

那
酵
母

に

關
す
る

研
究
は

其
丈
献
多
く
｝

入

九
二

年

O
巴
日
 

箭

氏
が

柴
棍

産
支

那
酵
母

中
の

微
生

物
を

研
究
し
學

界
に

紹
介
せ

し

以
來

多
數

の

學
者
に

擦
b
研

究
さ

れ
た

れ

ご
も

朝
鮮
産
舳
子
に

就
て

は

研
究
の

發
表
さ

れ

し
も
の

少
な
く

邦
人
の

手
に
て

行
は

れ
し
も
の

・

み

な
り
。
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ゆ

　
上
野
金
太

郎
氏
は

明

治
三
十
亠

ハ

年
の

秋

氏
の

友
人
よ

ら

得
だ
る

韓
國
産
翻

子

に

就
き
其

翌
年
末
に

至

b
研
究
を

始
め

叉
鳥

居
嚴
次
郎
氏
は

明

治
三

十
七
年
八
月

當
時

熊
本
税
務
監

督
局
技
手
セ
リ

し

佐
藤
保
吉
民
が

大

藏
省
の

命
を

受
け

韓
國
に

於
け

る

酒
類

、

醤
油
の

調
査
を
行
ひ

し
際
に

持
ち

歸

え

れ
る

皴
子
に

就
き
研

究
を
行
ひ

朋

治
三

十
八
年
上

野
氏
と

相
前

後
し
て

藥
學
雜
誌

上
に

其
研
究
成
績
を

發
表
せ

り
。

氏
等
の

報
告
は
黏

子

中
の

微

生
物
の

調
査
に

し

て
主
と

し
て

糖
化

力
を

有
す
る

空
旨
。

℃

昜

菌
に

關
す

る

研

究
な

り
o

其
後
明
治
四

十
二

年
に

至

b
松

田

健
彦
氏

及
中

島
榮
次
氏

等
は

韓
國
舳

子
の

菌
學
的
調
査
を
行
ひ

拾
壹
種
の

絲
状
菌
及
三

種
の

釀
母

菌
を

分
離
し

其
釀
母

菌
の

形

態
生
理
を

明
か

に

せ

り
o

叉
同
年
劑
藤
賢
道

氏
は

氏
の

友

人
よ

b
得
π
る

朝

鮮
産
黜
子

及
ひ

朝
鮮
酒
醪
中
の

微
生
物
を
調

査
し
艪

子

中
よ

り

は

拾
種
の

絲
默

菌
及
二

種
の

産
膜
性

醸
母
菌
の

外
一

種
の

新
ら
し

き
醸
僚
菌
を

舜
離
し
叉

酒
醪

中
よ

り

は

前
記

新
醸
母

菌
と
術
】

種
の

新

艘
概

菌
と

を
分
離
し
其
形

態
及
び

生
理

的
性
質
を
研

究
し
Q。
騨

？

鼻・
6
。

器
穹
昜

及
び

しD
ρ
6

畠゚

8
掃
p

建
ω

ず

§
p

昌
ε
。
「

と

命
名
せ

b
。

而
し

て

其

他
の

分
離
せ

し
微
生
物
は

單
に

各
菌
種

名
を

列
記
せ

し
の

み

に

て

從
來
の

研
究

報
告
に

て

は
未
だ

以
て

朝
鮮
産
紬
子
醗
酵
菌
の

全
豹
を

窺
ひ

得
だ
り

と

す
ぺ

き
に

非
ら
ざ

る

の

み

な
ら
す

其
の

應
用
方
面
に

關
し

て

は

N 工工
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何

等
研

究
さ

れ
し

事
な
し
O

禦
朝
鮮

鑑
舌
關
・
・

は
研

護
績
の

嚢
・

れ

・
事
・
か

と
驀
緇
型
は

鶸
産

褻
洒

用

摯
（

縦
糺

齷
楸

蠶

攀
及

び

黄
酒
用
細

子
（

小

麥
生
粉
末
使
用
）

中
よ
b

し∩
p

鼻
 

 

菌
或

は

　
竃

8
臣
餌

菌
に

能
く

類
似
の

形

態
を

有
す
る

絲
状

菌
を
分

離
し
兩
菌
種
と

も
帽

子

状
胞
子
を

形
成
す
る

田
益
o

ヨ
嵩
霧

屬
な
る

を
認
め

而
も
兩
種
は

互
に

異
る

新

種

国

藍
。

ヨ
｝ ，
6

窃

国
Oa

蝕

及
び

国

巳
。

ヨ

碧
窃

H
」

薮
器
羝

な
る

事

を

報
告
さ

れ

た

bo

　
（

5
｛

及
凸

政
）

　

予
の

調
査
に

於
て

も

同
樣
是
等
の

兩

菌
種
は
常
に

上
記
の

細
子
中
よ
b
或
は

稀
に

醪
中
よ

り
普

通
の

扁
李

培
養
法
に

て

容
易
に

多
数
分
離
し

得
ら

る

・

に

據
り

滿

洲
と

地
理
的
關
係
を

有
す
る

朝
鮮
に

於
て

製
皴
せ

ら
る

・

鶸
子
中
に

も

又

津
益
93
、
8
切

屬
の

發
生
す
る

な
ら

む

と
思

惟
し
朝
鮮
産

紬

子
微
生
物
の

研
究
に

興
味
を

有
し

居
セ
リ

し
に

幸
ひ

大
正

五

年
十
二

月

友
人
澁
川

鑛
藏
氏

京
城

總
督
府
中
央

試
驗
所
在

職
中
同

氏
の

好
意
に

て

京

城

産
紬
子

二

種
の

寄
瞼
川

を
受
け
だ
る

に

據
り
直

ち
に

微
生

物
分

離
に

着
手
せ

り
o

該
爾
紬

子
よ

り

普

遯
扁
李

培
養
法
に

て

国

民
93

δ

2

霞
oa

鼠

に

類

似
せ

る

聚

落
の

多

數
發
生

す
る

を
認
め

た
り

し
が

不
幸
に

も
胞

子
の

形
成

を
確
め

得
ざ

り

し
爲
め

研

究

成

績
の

發

表
を
ム

ー

日

に

到
る

迄
で

差
し

控
へ

た

b
。

　

然
る
に

昭
和
三

年
五

月
朝
鮮

舳
子
の

製
舳
法
見
學
の

爲
め

京
城

及
仁
川
に

出
張
し

朝
鮮

燒
酒
醸
造

所
覗
察
の

際
仁
川

朝
日

醸
造

株
式
會
肚
技
師

岡

精
二

氏
の

厚
意
に

櫨

b
多
數
の

朝
鮮

産
皴

子
試
料
の

蒐

集
を

得
叉
否

壤
大

否

釀
造
株

式
會
耻
技
師
長
川

上
七
郎
右
衞
門
氏
よ

り

も

準

壊
産
黜

子
三

種

の

寄
鱠
を

得
た

り
。

此
等
多
種

類
の

黜

子

中
に

發

生
せ

し
醸

酵
菌

類
を
分
離
研
究
し

進
み

て

は
之
が

實
地
應
用

⊥
如
何
な
る

種

類
を
如
何
に

せ

ば

好

結
果
を

擧
げ

得
べ

き
や

は

獨
り

學
術
上

興
味
あ

る
の

み

な

ら
す

叉

實
地
上

重
大
な
る

諸
問
題
の

存
す
る

あ
り
。

由
つ

て

黜

子
中
の

醗
酵

菌
類
分
離
を

行
ひ

た

る

が

今
回
は

各
蚰
子

中
よ

b
殆
ん

ご

帽

子
朕
胞
子
を
形
成
す
る

騨
己
。

日
｝ 、
8
切

。。

需
ρ

を
分
離
せ

り
。

其
外
從
來
の

研
究
者
諸
先

輩
の

分
離
せ

ざ
b
し
菌

種
を
も

分
離
し
得
陀

れ
ば

是

等
醗
酵
菌
の

形

態
及
生
理

或
は

應
用

方
面
の

研
究
に

關
し

て

は

更
に

發
表
す
る

事
と

な

し
、

第
］

報
と
し

て

茲
に

各
紬
子

中
よ

り

分
離
せ

し
菌
種
名
を
列
記

す
る

に

止
め

各
舳
子
並
に

黐

子
中
よ

b
分
離
せ

し

糖
化

菌
に

就
き

各
其
の

糖
化

最
適
温
度

、

糖
化

最

適
酸

度
及

び

糖
化
力
等
に

就
き
試

驗
せ

し
成

績
を

報
告
せ

む
と

欲
す
o

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

麭
子
の

穫
類
及
び
製
麭
法
の

擶
要

　

朝
鮮
舳
子
も
滿

洲
高
梁
酒
用
紬
子

或
は

黄
酒

用
紬

子
の

製
舳
法
に

能
く

類
似
し

原
料
と
し
て

生
小
麥
粉
を
使
用
す

。

然
れ

ご

も
松
田

氏
及
中
嶋
兩

　

　
　
　
　
　
朝
鮮
産

羶
チ

の

研

究
　
（

第
一

報
）
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朝

鮮
産
殖
子
の

研

究
　
（

第
一
報
）

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

四

氏
の

調

査
に

據
れ

ば

時
期
に

依
b
て

多

少
大

麥
、

粟
、

黍
及
玉

蜀

黍
等
を
小
麥
に

混
用
す
と

報
告
あ

る

も

現
今
小

麥

以
外
の

原
料
を
使
用
す
る

者
あ

る

を
聞
か

す
o

　
近
來
泙

壊
及

仁
川
地
方
に

あ

b
て

は

改
良
舳

乎
と

稱
し
温

室

を
使
用

し
四

季
製
舳

を
な

す
法

あ

る

も
尚
ほ

小
數
に

て

在
來
法
に

據
る

者

多
し
。

在

來
法
は

毎
年
六
月

下
旬

乃
至

十
月
上
句

中
に
一

ケ

年
分
の

製
黜

を
行
ひ

翌

年
二

、

三

月
の

候
に

到
り

使
用
し

始
む

る

も

の

と

す
。

從
つ

て

製
黜
室

の

如
き

も

極
め

て

簡
單
に

て

保
温

設
備
を

欠

ぐ
も
の

多
し
o

又
松
田

氏

及
中
嶋
兩

氏
の

調
査
に

據
れ

ば

春
黼

子
、

夏
紬
子
及
秋
舳
子
等
の

製
造
季
節

を

意
昧

す
る

名
稱
を
附
與
せ

し
も
の

あ
り

と

報
告
あ

る

も

特
に

斯
か

る

別
名
無
き

が

如
し
。

　一

般
に

朝
鮮
に

於
て

は

從
來
春

、

夏
を
邁
じ
て

製
造
せ

し

も
の

即
ち
五

月
よ

り

八
月
中
に

製
造
せ

し
も
の

は

黜
子
表
面
に

蓬
草
の

葉
四

、

五

放
を
附
し

叉
九

月
中
秋
の

候
に

製
紬

せ

し
も

の

に

は

萩
の

葉
五

、

亠

ハ

枚
を
附

す
る

習

慣
あ

り

と

聞
く
。

然
れ

ご

も

最
近
は

是
等
の

製
造

季
節
を
示

せ

し
も
の

は

稀
に

て
｝

部
田

舍
地

方
に

於
て

行
は

る

・

に

過
ぎ
す

。

而

し
て

品

質
を
云
ひ

現
は

せ

る

名
稱
に

は

粉
嫐

子
及
粗
皴
子
の

別
あ
る

も

松

田

氏
及

中
嶋
兩
氏
の

調
査
に

櫨
れ

ば

粗

紬
子
に

紬
々

子
及

獄
猫
子
（

叉

は

皮
囎

子
）

の

別
あ

b
て

小

麥
粒
を
三
ッ

乃
至

四
ッ

割

位
に

礑

碎
せ

る

も
の

に

て

製
造
せ

る

を
舳
々

子
と
稱
し
、

小

麥
粉
を

除
去

し
た

る

殘
b
に

て

製
造
せ

る

を
獄
紬

子
（

或
は

皮
舳
子
）

と

稱
ず

占
あ

り
。

然
れ

ご

も
現
今
一

般
に

製
造
せ

ら
る

・

は
二

種
に

て
一

寸
に

付
き
約
十
五

目

を

有
す
る

篩

を
通
過
せ

ざ
る

小

麥
粗
粉
に

て

製
造
せ

る

を

粗
麪
子
と

稱
し

、

上

記
の

篩
を
通
過
せ

し
小
麥
粉
に

て

製
造
し
た

る

を
粉
黐

子
と

稱

す
o

粉
黐

子
は

現
今

圭
と

し
て

藥
酒
の

醸
造
に

使
用
さ

る

・

も
の

に

て

價
格
粗
舳

子
に

比
し

高
く

之

れ

を
其
重

量
に

て

比

較
す
る

に

粉
皴
子
は
粗
囎

子
の

約

六
割

乃
至
⊥

ハ

割
五

分

方
高
價
な
る

が

如

し
。

而
し
て

粗
舳

子
は

燒
酒
及
濁

酒
の

醗
造
に

使
用
せ

ら
る
。

　
紬
子
の

形
状
及
び

大
さ

は

地
方
に

よ
り

夫
々

異
b
殊
に

大

ひ

さ

の

如
き

は

梅
め

て

不

同
に

て
一

定
せ

ざ
る

も
現
今
最
も
普
通
に

製
造
せ

ら
る
・

紬

子
原
料
把

る

小

麥
の

使
用

量
は

京
城

及
仁
川

附
近
に

て

は
｝

個
尋

均
小

麥
一

升
乃
至

二

升
位
迄
の

も
の

多
く

叉
挙
壌

地
方
は
四

合
乃
至

五

合
位
の

も

の

多
し
o

而
し
て

製
造
法

も

叉
地

方
に

よ
り

多
種
多

樣
な
れ

共
も

歸
す

る

所
大

同
小
異
に

て

何

等
異
る

事
な

し
Q

帥
ち
小
麥
を

粉

碎
し

之
に

小

麥
一

石
に

對
し

水
四

斗
三

升
内

外
（

勿
論
小

麥
の

品
質
に

依
b
多
少
の

相

違
あ

り
）

の

捏
水
を

加
え

煉
b
合
し
陀

る

を

布
に

包
み

型
に

入
れ

足
に

て

良
く

踏
み

裡
る

か

或
は

單
に

足
に

て
一

定
の

厚
さ

及
び

丸
さ

を
有
す

る

形
朕
と

な

し
、

型
通
り

の

生
紬
子
を

製
し
直
ち
に

床
下
に

生
草
（

圭
と

し
て

蓬
草
を

使
用
す
）

を
敷
き
陀

る

室
に

逋
ぴ

積
み

重
ね

若
く
は

井
列
し

薦
に

て

掩
ひ

保
温

し

製
麹
室

内
の

塞

氣
中
よ

り

落
下
し

來
れ
る

菌
芽
或
は

紬

子
原
料
に

既
に

附
着
せ

し
芽
胞
の

發
育
を
促
さ

し
む
Q

佐
藤
保
吉
氏
の

調

査
報
告
に

蝶
れ

ば

紬

子
は

小
麥
粉
末
を
水
に

て

控
ね

合
し

煉
b
固
め

陀

る

後
「

度
徽
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甕
に

入

れ

蒸
餓
し
之
を
取
b
田

し
圓
板
壯
に

匯
し

温
室
に

て

製
黐
す
る

が

如
き

記

逋
あ

れ
こ

も

予
の

見

聞
せ

る

所
に

披
れ

ば

斯
る

操

作

は

行
は

れ

す
。

滿
洲
地
方
に

於
け

る

麺
醤
製

造
に

使
用
す
る

麹
の

製
法
は

大
略

氏
の

調
査
せ

ら
れ

し
方
法
に

等
し
き
も

氏
は

該
麹
の

製
造
法

を

所
謂

朝
鮮
貅

子

の

製
造
法
と

誤
聞
せ

ら

れ
し
に

非
ら
ざ

る

か
。

而
し

て

製
細

中
は

三
、

四
回
の

手
入

即
ち
積
替
を
行
ひ

或
は

換
氣
を
な

し
微
生
物
の

發
育
を

均
等
な

ら
し

む
o

出

紬
迄
の

日

數
は

形

朕
の

大

小

に

依
b
相

蓮
あ

る

も
二

十
日

乃
至

三

十
日

間
餘

を
要

す
o

然
れ

こ

も

改
良
細
子
に

あ

り
て

は

九

”

乃
至

十

三

日

間
に

て

熟
成

出
紬
と

な
り

直

ち
に

使
用
せ

ら
る
。

在
來
法

と
異
る

所
は

製
魏
室

、

保
温

設
備
を
有
し
、

叉
生

草
の

代
用
と

し
て

常
に

藁
を
使

用

し
四

季
を
通
じ

製
舶
を

行
ふ

に

あ

bo

　

次

に

參
考
の

鴬
め

某
釀
造
所
に

て

製
造
せ

る

改

良
粗
皴
子
製
黜
經

過
及
び

在

來
法
（

廣
州
式
）

に

撮
る

粉
舶
子
製
造
經

過
の
｝

例
を
表
示
せ

む
。

　
（

註
）

　
京
幾

遘
廣
州
は

目

下
朝
鮮
に

て

優
良
の

漁

子
の

産
地
と

し
て

有
名
な

り
o

（

「
）

改

良

粗

　
　
日

　
附

　
昭
和
三

年

　
五
月
　
一
日

　
同
　
　
二

日

　
同
　
　
　
　

同

　
同
　
　
三

口

　
同
　
　
四
日

　
同

　
　
五

日

　
同
　
　
六
日

　
同

　

七

日

　
同
　
　
八

日

　
同
　
　
九

日

　
同

　
一

〇
H

口 舳
製

順 子
〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ニ ー

朝

鮮
産

麹
子

の

研

究

經
操

　
　

作

過

　
　

生

麺
子

引

込

　
　

第
】
積

替

　
　

第

二

積

替

　
　

第
三

積

替

　
　

第
四
積
替

　
　

第
五

積

替

　
　

藁

拔

及
積

替

　
　

其
儘
放
置
乾

燥

　
　

同

　
前

　
　

同

　
前

　
　

同

　
前

β

箪
一
報
）

表

時

　
刻

午
後
五

時

午
前
八

時

午
後
八

時

午
前
九
時

同 同 同 同 同 同 同

　 　 　 九 七

前 前 前 時 時 前 前

品

　
温

二

四

δ

度

｛

訖
訓

品

雛
騎

舞゚
．

舞゚
．

轉゚
．

籬
”

° ．

罍゚
．

四

六
・

0

豐
・

O

冒
毛
・

O

茜
・

O

室

　
温

二

四。
0

度

茜
蠹

一
竃
・

〇

一
宍
・

〇

二

六
・

〇

二

六
・

〇

一
宍
。

O

一一
六

・

五

一
宍
・

〇

二

就

・

0

茜
・

O

摘

要

李
に

十
五

枚
重

積

李
に

七

個

乃

至

八

個
に

積
替

三

段
横
積

前
ピ

反
對
に
三

段
繍隅
積

に

積

替

同
　

　

前

其
儘

放
置

六

段

横
積

五
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朝
蓮
産

麭
于

の

研

究
　
（

第
一

報
）

　

同

　
一
一

日
　

　

　
　一
一
　

　

　

　

熟
成
出
麺

　

　

　
　

　

　

同

　
八

時

　
　

　

　
　
三
二

さ

　
　
（

備
考
）

　
引

込
量，

小
麥

五

石
二

斗
b

捏
水

，

二

眉
二

斗
五

升
（

捏

水

に

小

寥
の

品

質
に

俵
り
多
少
相
逹
あ

り
）

　
　
　

　
　
　

嶷
子

、

 

干

猛
内

外
、

一

禦
｛

靆
咽

鑰
勺

　

　

．

（

二
）

　
廣
州
式
粉
舳

子
（

試
製
）

　
　
　

　

童

　
　
　

天

　
候

　
　
　
口

　
順

　
日
　

阿

昭

和
三

年

九
月

　
八

日

同

　
　
九

口

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 甸曜

　 八 　 七 　 六 　 五 　 四 　 三 　 ニ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー O
前 日 繭 ll 前 H 前 日 前 口 前 日 前 日 前 日 日

曇少
雨

晴同同同同曇同睛午
後

墨

雨同晴同暈
寒
し

同少
雨
寒
し

曇

一 一
〇 〇 九 九 八 八 七 七 六 六 五 五 四 四 三 ニ ー

　

操

　
作

些

爼
子

引
込

其
儘
放
置

同
　
　
前

裏

返

し

裏

遞

し

裏

返

し

裏

遐

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

 

時
　
刻

午
後
五

時

午
後
｝

時

同
　
　
前

午
前
九

時

午

後
六

晧

午
前
九

時

午

後

六

時

午
前
九
時

午
後
六

時

午
前
九
時

午
後
六

時

午
前
九
時

午
後

六

時

午
前
九
時

午
後
六

時

午

前
九
時

午
後
六

時

午
前
九
時

午
後
六

時

二

四
・

O

靉 箋蠱 譱 纛 轗 纛鼕譱1譱 藩 品
度

r丶（

雛 濫
v ノ ）

署 蠶 邑 蠶 蠶 蠶 離 蠶 蠶
え 犬 暈… 室●　 　 ● 　 　 の
fft 　 ヨ 乱 　 ⊂ ）

　 　 　度 温

亠

！ 、

　

　

摘
　
　
　
要

擦

水
水
道
水

．

水
温
二

五
・

O
度

室
の

地
上

｛

に

は
邂
草
約
二

寸
厚
さ

に

敷
春
共
上

に

生

麺

子

加
一

枚
宛
罕
に

置
き
共
上

か
叉

約
一

寸
厚

さ

ば
か

り
の

蕗
草
尋

以
て

被
ふ

。

外

部
に

は
白
色
菌
絲
多
少

發
生

し

｛

内

部
は
プ

カ

く
に

膨
大

す
o

「

午

前
八

時
婁
返

し

後
檢
温

、

が

外

部
に

黄
色
の

菌
類
所
力

に

發

生

す
。

午

前
九

時

裏
返
し

、

午
前
八

哇
裏
返
し

广

麭

子
表
面
黄
色

菌
發

強

全

面
た

被
ふ

に

至
ろ
。

午
前
七
時
裏
返

す

午
前
七

時
牛
裏
返
す

午
前
八

時

裏
返
す

午

前
八

時

裏
返

す

午

前
八

時
裏
返

す

｛

撃
表
面

量
く
固

ま

る
・
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同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

前 冒 前 背前 合 前 吉前 育前 吾 前 習前 言 su 言 前

『
百 前 R 前 春

同 晴 同 疉 同 雨 同 同 同 同 同 晴 同 同 同 同 同 蠱 同 同 同 同 同 晴

朝
鮮
産
麭
子
の

研
究

　

第 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

報
三 三 ニ ニ ー 一

〇 〇 九 九 八 八 七 七 六 六 五 五 四 四 三 三 ニ ニ
）

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

裏

返

し

1蕪蕪蕪蕪蕪蕪鰲1灘蕪ll籌
靉 鸚 魏 靉 i覊 覊 秦靉 靉 臻癖 簿 臻

器 奮 奮 き ぎ 窒 言 奮 言 蓋 ； き 窒 窒 戛慧 葦琶壼 妻 壼憙歪 ま

午
前

七
時
牛

裏
返

す

午
前
八

時

裏
返

す

午
前
八

時

牛
裏
返
し

後

檢
温

午
前
七

時

牛
裏
返

す

午
齣
八

時

裏
返

す

楓

柵
に

入

朔

急
激
な

る

寒
氣
襲
來
の

爲
め

氣
温
低

卿
下
ぜ

り
，

由
つ

て

裏
返
し

な

行

は
す

其
儘
放
置

。

午
前
八

時

裏
遞

し

後

菰
一
牧

宛
に

て

被
ふ

。

午
前
十
一

時
裏
返

す

午
前
十
一

時
裏
返
す

菰

々

除
去
ぜ

u
七
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滑
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冒

の

發
生

ず
る

あ
り
。

紛
麺
于

藥
　
　
酒

…7
　

断
二
（

八
七

六
五

毛
八

垂

　
一
　

　

　
　

一

　

　
　

　

　

　
…

　

　

李
壤

K
　
（

衞
片

里
）

　

　

朱

亨

根

　
一

　

　

　

　
中
央
部
一
面
の

委

　

　

　

　
凹
を

有
す
る

圓

盤

昭

和

三

年

状

　
　
　
　

　
一

八

月

轟
｛

蠶

四
四

六

灘

驫
鬻
難

拶
聽
誹

撫
置

讐

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
齟

西
三
八

当

究
。

二

突
（

L

準
壤

大

準
醸
造

株
式
會
肚

昭

和

三

年

四

　

　
月

一

中
央
部
一
面
の

み

凹
な
有
す
る

圓
盤

駅　

　
徑

｛

蠶

　

　
厚

　
　
三

・

O… ［．
　

　
五

晃

黴

臭

同
　

　

　

　

　

　

　

　

　

前
　
　
　
　

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前

　

　
1　

…　
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー　
β　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　

ー

一

粗
麭
于

…

燒
　

酒

…冖

西
・

六

二

翼

轟・
六
六

喬
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M

罕
壌

柳

京

酒

造

會

杜
．

昭

和
三

年

九

　

月 、
中
央
部
 
面
の

み

凹
秘

有
す
る

圓
盤

状

徑

　

モ
圭

　

　

厚

　
　
三・
0

兇
七

黴
臭
並

に

味
嚼

類
似
臭

同

　
　
　

　
　
　

　
　

　

前

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前

粗
麭
子

燒
　

酒

三
・

風

三

西
二

聚
・

六

三

禺

N

仁
川谿

纏

（

覇
賦
）

昭

和

三

年

十

　
　

月

　
　

　
一

可
央
蔀

附
近
に

圓

輪
状
の

溝
々
一

面

嬲
鞠

。
ろ

大

一

徑

　
　

毛
蓋

．

厚

　
　
　
三

豊

．

議

靠

三

。

七
Q

…

黷
軸

　

　
　

臭

　

　
　．

淡

褐
白
色
の

小

麥
粉
に

て

造

ら

れ
外

皮
の

旙
碎
小

片

多
數

あ

り

他
の

粗
靆

干

に

見
る

が

如

吾
小

麥

の

粗
粒
な
已

布
目

跡
々

有
し

蓬
草
葉
多

少

附
箸【
す

而

し

て

ト
 

ワ

○

莞
塁
Φ

の

線

黄

色

芽

胞
子

發
生

す
。

一
樣
の

斷

面
を

爲

す

部
分
多

く

所
々

に

紅
色
部
な

呈
し

蔵
O
口

誤

窪り・

の

發

生

か

認
む

。

組
麺
子

燒

　
　

酒

髭

＆
〇

九
六

六
〇

・

四

八

モ

O

　

　
　

　一

同
　

　

　
　

同

　

　
　

　一

圓
盤

駅

　
　
　
一

徑

　
｛

羹

　

厚

　
　
　
四

蓋

一
八
二

〇

・

…

顯

篌

繋
爨
蜥

轢
騰
韈
鰻
翻

麺
子

・

　

　
　・
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
、

」

部
分

あ

り
。

　
　

　
　

　

　
　

　

　
一

　
　

　
　一

一
五
・

蕘
三

…

穴
0

曇
三
澣

　
　

　
　

P

同
（

鮃

慧
同

中
央
都
に

於
て
一

面
に

の

み

凹
を

有

す

る

類

圓

盤
状

　

狸

　
　
　
三

蠹

　

厚

　
　
　
誉
O

　

　

　
徑

　

亨
0、

　

凹
部

　

　

　
深

　
ご

・

戛

　

　

　
　

　

　
一

三
甓

黴

臭

　

　

　
　
−　
亅　　　　
−　
！　．　
ー　　　　　　　　　　　　　　　　　
5　　　广

「
汚

褐

色
の

粗
き
小
麥
瑶
碎
粒

甼
滑
に

列广

ぺ

る

部

分
多
し
、

蒲
し

て

布
目

跡
叫
か．

な
り
。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　一

む
。 ギ

ム

…
曇
毳
分
…

墾

あ

野
、

多
少
他
の

麺
子

よ

り
も

粉
末
、

　

　

　

酉

に

玩

り

難
し

水
分

の

多
き

爲
め

な

ら
…
　

　

ー

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　

燒

…
　

　
　
　
　

一

一
六

。

羌
金

虱
三

西
三

三

穴

　

上
表
に

擦
り

各
黐

子

中
の

澱
粉
量
を

無
水
物
と

し
て

鋒
出
せ

ぱ

粉
紬
子
は

七
｝

％

乃
至

入
○

％
と
な
り

又
粗
翻

子
は
六
四

％

乃
至

七
一

％
の

含

有

量
と

な
る

而
し
て

燒

酒
及
藥
酒
醸
造
の

兩
者
に

使
用
せ

ら

る
・

D

號
粗
舳

子
は

他
の

粗
黐

子

中
澱
粉
含
有
量
は

多
き

方
に

て

即
ち
無

水
物
と

し
て

七

〇

％
附
近
な

bo

此
等
の

勲
子
に

最
も

能
く
類
似
す
る

當
滿
洲
及
び

山

東
に

淤
て

黄
酒
の

釀
造
に

使
用
す
る

小

麥

細
子
と

比
較
す
る

に

其
一

例
を
示

せ

ぱ

澱
粉
含

有
量
亠

ハ

ニ
。

○
「

％
水
分

＝
ご
・

六
九

％
に

し
て

無
水
物
に

對
す
る

澱

粉

量
は

七
一
。

八
五

％
に

相
當

し
寧
ろ

桑
酒
用
粉

黐
子
に

近
似
す

又
舳

子
の

臭
氣
及
び

斷
面
の

様

子
等
も
粉

猫
子
に

類
似
せ

り
。

水
分
は

両
黐

子
を
迺
じ

大
差
な
く
一

三
・

O
⊥

ハ

％

乃
至
一

六
・

八
〇

％
の

問
に

あ
り
。

　
（

備
考
）

　
上

表

に

於
て

澱
粉

量
ピ

あ
る

は

鹽
酸
に

て

常

法
の

如

く
加
水

分

解

し

總
邇
元

糖

量
々

定
量

し

之
に

O
。

九
な

乘
じ

澱

粉
量
に

換

算
ぜ

し

も

の

怨
れ

ば

麭

子
中

に

既
に

存

在
也

し

糖
分
及
糊

　
　

　

　

緒
の

如
き
も

凡

て

之
を

澱

粉
電

し

て

算
出
厄

し

も

の

な
り

。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

麪

子

中

の

微

生

物

分

離

　

嫐
子

中
よ

り

微
生
物
を

分
離
す
る

に

は

左
に

詳

述
す
る

方
法
に

糠
れ

り
。

即
ち

各
舳

子
は

凡

て

細
菌
學
的
控
意
の

下
に

諸

所
よ
り
一

小
部
分
を
採

集
し
粉

状
と
な
し

各
細
子
毎
に

夫
々

殺

菌
廣
口

瓶
中
に

貯
藏
し
微
生
物
の

分
離
に

は

該
粉
末
を

使
用
せ

り
。

　
　

　

　

　

　

　

朝

鮮
産
麭
子

の

研

究

（

第
一

報
）

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
一
一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

【728】

　

　
　

　
　

　
朝
鮮
産
麺
子
の

研
究

　
（

第
一

報
し

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

一
ご

　
一

定
量
の

上

記

黜
子
粉
末
を
｝

定
容

量
の

殺

菌
麹
汁
中
に

投
じ

能
ー

振
盪
し
菌
芽
の

均
…

な
る

分
布
を
計
b
、

其
液
よ

b
殺

菌
自
金

線
に

擦
り

て

一

自

金
耳
づ

、

を

豫
め

溶
解
せ

る

麹

汁
寒
天
中
に

接

種
し
、

毎
蝋
子
に

就
き

入
惆
の

編
否

培
養
を

造
b
内
四

個
は

二

五

度
に

又

殘
り

四

個
は

三

五

度

の

兩

恒
温

匣
に

培
養
せ

り
。

而
し
て

發
生
せ

る

聚
落
は

凡
て

弱
度
の

顯
微
鏡

下
に

照
覗
し
其
形

状
の

異
る

も
の

を
自

金
線
端
に

て

麹
汁

中
に

移
殖
し

更
に

扁
李

培

養
を
行
ひ

純
粹
な

ら
し
め

た

る

菌
株
を
術
ほ
純
粹
な

ら
し
め

む
が

爲
め

絲

状
菌
類
及
細
菌
類
は

李

扁
培
養
を

反
覆
し
礫
母

菌
類
の

み

は

｝

細
胞
を

取
り

出
し

増
殖
せ

し

め

た

り
。

斯
く

し
て

後
是
等
を
麹

汁
寒
天

に

斜
面
培
養
を
行
ひ

保
存

し

研

究
用
に

供
せ

り
Q

　

叉
肉
眼

的
明

瞭
に

識
別
し

得
べ

き

黄
色

、

紅
色

、

赤
褐
色
或
は

汚

褐
色
を

な
す

鄰
分
の

如
き

は

各
部
分
に

就
き
上

記

同
樣
扁
牛

培
養
を

行
ひ

爾
ほ

目
的
と

せ

し
菌
株
を
分

離
し

得
ざ
る

場
合
は

特
殊
の

分
離
法

を
行
へ

h
。

　

釀
母

菌
類
の

分
離
に

は

小

量
の

細
子
粉

末
を

麹
汁
中
に

投
じ

二

五

度
に

數
日

間

培
養
し
た

る

も
の

よ
り

扁
昂

培
養
を

行
ひ

だ

り
。

而

し
て

細
菌
類

の

發
生

多
き

場
合
は

酒
石
酸
決
を
使
用
せ

り
o

又

細
菌
類
の

分

離
は

之
を

目

的
と

せ

ざ

る

爲
め

特
殊
の

培

養
基
及
培
養

法
を

使

用
せ

す
o

由
つ

て

上

記
の

方
法
に

據
り

各
舳

子

中
よ

り

分
離
し

得
陀

る

菌
類
を
表
示
す
れ

ば

次
の

如
し
o

　

第
二

表
の

示
す
が

如
く

絲

状
菌
類一
二

七
種

、

醗
舞
菌

類
九

種

及

細
菌
類
四

種
を

分

離
す
る

事
を

得
た

り
。

而

し
て

各

菌
類
の

分

類
は

極
め

て

總

括

的
の

も
の

に

て

正

確
を
期
し

難
き
も
今
後
の

研

究
に

慷
り
誤
b
あ

れ
ば

第
二

報
に

於
て

訂
正

せ

む
と

欲
す
。

　
舳

子

粉
末
よ

b
普

逋
の

扁
季

培
養
法
に

て

容

易
に

多
數
分
離

し
得
ら
る

・

は

諺
び

曁
冨

属

団

匿
。

ヨ
鴇
霧

屬

〉
甥凸

○

蔓
鑓
ρ

空
爵
。

℃

瑟

及
び

〉
・。

℃°
αq一
9g

∩
【一
の

等
に

し
て

是
等
絲
状
菌
類
を

各
其
濺
生

聚
落

數
に

據
b
比

較
す
る

に

聚

落

數
の

最
も

多
き
は

〉
び
。・

譲
騨

屬

〉
噂
…

○

受
廓
。

及
び

国、
刷

ユ
。囲
冒日

｝、
。

Φ
・。

屬
等
に
て

即

霞
．

。
℃
嵩

・・

屬
是
等
に

次

ぐ
、

》
。・

ワ

屯

舞
2
。・

は

前
記
の

菌
種
の

約
孚
數
乃
至

其
れ
以

下
の

聚

落
數
を
示
し

時
と

し
て

極
め

て

少
數
の

場
合
あ
ら
o

叉

竃
ロ
∩

。

．

屬
の

多

く

は
舳

子
粉

末
を

麹
汁
に

投
じ

約
冖

邇
H
室
温
に

靜

置
し
覚

る

も
の

よ

り

は
分
離
癖
易
な
る

も
直

接
紬

子

粉
末
よ

り
は

ン
白

翻
。

。
．

唱
尸一
．｛

穿
。・

｝

の

み

に

て

共

他
の

種
類
は

分

離
困
難
な
b
。

是
れ

前
記

諸
菌
類
の

發
生
盛
な
る

傭
め

と

冨
9
母

屬
の

胞
子
發
芽

力
の
→

般
に

衰
退

早
き
と

に

基
因
す
る

も
の

な

ら
む

。

ン
目

9
彜

鷲
m

琴團
鴇

は
粗

細

子

ρ
国

」・

及

寓

號
よ

b
は

多

數
分
離
し

得
た

る

も
概

し
て

寓
9
亀

屬
の

存
在
は
高
粱
酒
用
紬
子
等
に

比
し

少
な
き

が

如
し
。

　
〉
σ
ω

盛
9

屬
は

〉
σ
。・

慈
騨

ご
∩

簿
げ

魯
罠

菌
な
る

か

或
は

之
れ

に

最
も

能
く

類
似
す
る

菌
株
多
く

其
他
の

薗
株
と
雖
も
〉
び

臨
ロ

冨

ご
鼻
野
o

冒
一

乏

同

樣
高
温

に

於
て

發

育
し
叉

菌
叢
の

如
き
も
著

し
き
差

違
を

認
め

す
。

然
れ

ざ

も

是
等
菌
株

は

胞
子
の

大
さ
、

形
朕
に

於
て

叉
中
軸
の

形
歌
に

據
り

明
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舷
…
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価
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藤．
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〃

〃ー
釐
麭
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十
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朝

鮮

産
麹
子

の

研

究

　
（

第
一
報
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
四

か

に

〉

区
旺
9

ご
昏
昏
鉱

自

と

僵
別
し

得
ら
る

る

の

み

な

ら
す

三
種
に

識
別

す
る

事
を

得
ぺ

し
。

　
団

a
。

ヨ
〉 ．
。

2

屬
は

二

種
に

て

多
數

分
離
せ

ら
る

・

は

団

巳
。

日
図

8
・・

国
。

a
禽

に

能
ー

類
似
す
る

種
類
な
り
。

他
の
｝

種
は

謬
己
。

ヨ
｝

δ

畠

ご
巳
器
民

に

酷
似
す
る

菌
株
に

て
胞

子
嚢
形
成
に

先
き
立
ち

菌
絲

は

ω

些
蠧
臣
昌

を
形

成
し
後
胞
子
を

形
成
す
Q

聚
落
は

初
め

淡
黄
白
色
な

、

る

も
胞

子
の

形
成

に

據
り

稍
々

淡
色
の

チ

ヨ

コ

〆

ー

ト

色
に

變
色
す
る

も

前
者
は

之
に

反
し
胞
子
の

形
成
に

よ

り

變
色
せ

す
。

叉

浮
ぎ
巴一
Φ

ロ

の

形
成

な
し
。

而
し
て

該

菌
株

の

多
く

は

後
者
に

比
し

胞
子
形
成

不
良
な
り
。

　
》
竜・

O
穏

図

鑓
 

は

何
れ

も
菌
叢
低
き

種
類
に

屬
し

糖
化

力
強
き

株
と
又
否

ら
ざ

る

菌
型
と

あ

り
。

鬯
旨
虐
窮

屬
は

胞
子
の

形

状
、

大

さ

或
は

發

育

温

度
に

盤
り

三
種
に

類
別
す
る

事
を
得

。

叉

〉
ω

ワ

σq
冨

髯
磊

は
麹
汁
塞
天

上
に

斜

面
培

養
を
行
ふ

時
は

單
に

黄
色
の

被
子
器
の

み

を
形
成

す
る

も

の

と
叉

青
色
芽
胞

子

を
も

形
成
す
る

も

の

と
あ
り
。

而
し
て

培
養
墓
を
暗
黒

色
に

着
色
す
る

菌
株
と

否
ら

ざ

る

型
と

あ

る

も
紬

子
の

内
部
に

於
て

は

何
れ
も
黄

色
被
子
器
を

形
成
す
Q

　
更
に

紬

子
内
部
に

於
け

る

特
異
の

着
色
を
な
す
部
分
に

付
き
菌
類
分

離
を

行
ひ

た

る

に

帥
ち

濃
紅
色
部
よ

う

は

紅
麹
菌
（

零
。

轟
切

9
騙

｝）
葺．

℃

ξ
 

磊
）

黄
色
部
よ

ρ
〉
、｝）・

呱
餌
广一
。．餌
。。

を
叉

赤
楊
色
乃
至

黄
褐
色
部
よ

り

特
殊
の

方

法
に

て

円

冨
…
。

霧
。

磊

聟

鬢
三
騨

2
。・

を
分

離
す
る

事
を
得
耙
り
。

紅
麹

菌
に

は

高
粱

酒
用
黜

子
中
よ

b
分

離
せ

ら
る

」

と
同
樣
二

種
の

型
あ
り
て

麹
什
塞
天
上
に

斜

面
培
養
を
行
ふ

に

最
初
は

著
し
き
差
違
な

き
も

生
熟
す

る

に

從
ひ
】

つ

は

濃
紅
色
と

な
り
、

他
の
一

つ

は

暗
赤
黒

色
乃
至

叛

黒
色
と
な
る
。

然
れ
ざ

も

紬
子

中
に

發
育
せ

る

も
の

は

兩

型
と

も
紅

色
を
呈
す
。

而
し
て

汚
褐
色
の

線
状

層
を

な
す

部
分
よ

り

は

前
述
の

分
離
容
易
な
る

〉
げ
・・

蕘
ρ

屬

〉

撃

○
亭、

野
M

団
口

号
昌

閤
罍

屬
及
び

即

曁
。

℃

磊

稀
等
の

菌
株

を
分
離
せ

り
o

又

猫
子
表
面
に

點
々

と

存
す
る

自

色
の

小

斑
點
よ

り

は

主
と

し
て

国

民
o

ヨ
濡
窃

屬
或
は

産
膜

性
醗
母

菌
を
分

離
せ

b
。

　
其
他
の

絲

歌
菌
類
も
凡
で

扁
挙

培
養
に

て

分

離
せ

し

も
の

な
れ
こ

も

其
發
生
聚
落
數
少
く

叉
何
れ
の

黏

子

中
よ
b
も

分

離
せ

ら
る
・

菌
株
に

非
ら

ざ

れ
ば

果
し
て

翻
子
の

熟
生
に

關

與
す
べ

き

菌
種
な
る

や

否
や

疑
問
な
り
。

是
等
の

菌
秤
中
に

は

相

等
糖
化
力
強
き

種
類
と

叉
糖

化
力
殆
ん

こ

な

く

と

も
之

を
糖
化
力
を

有
す

る

他
菌
株
に

混
す
る

時
は
盆
々

糖
化
作

用
を
増
大
せ

し

む
る

特
性
を

有
す
る

種
類
も
あ

れ
こ

も
是
等
に

關
す
る

實
驗
成

績

は

第
二

報
に

譲
る

事
と
せ

り
o

　
粉
皴

子
1

號
の

み

よ

り

少
數
分
離
せ

る

白

色
麹
菌
（

》
 

や

ぞ
。

9G
。

）

は

糖

化
力
強
き

種
類
に

て

菌
叢
は

》
ω

や

。

碧
凸

費
ω

の

如
く

純
自

色
に

し

て

老

成
す
れ
ば

稍
々

淡
黄
自

色
を

呈
す
る

に

到
り

又
氣
菌
絲
を

生
す

。

然
れ

こ

も

本

菌
は

〉
ψ

や

6

碧
島
畠

磊

と

は

異
り

梗

子
は

第
「

梗
子
の

み

に

て
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分
岐
せ

す
。

又

芽
胞
子
は

無
色
に

し
て

常
に

長
連

鑽
状
に

結
着
し
球
形
な
れ
こ

も

稀
に

は

卵
圓
を
呈
す
る

あ
り
。

直

徑
五

1
六
ミ

ク

ロ

ン

除
を

有
す

る

も
の

多
く

殆
ん

ご

季

滑
な
る

表
面
を
な

す
も

極
め

て

稀
に

粗

面
あ

り
。

三
五

−
三
亠

ハ

度
に

於
て

能
く

發
育
し
蒸
米

、

蒸
皴

、

蒸
大

豆
及
び

麹

汁
寒

天

上
或
は

麹
汁
中
等
に

良
好
な
る

發

育
を

な
す
。

本
菌
は
糖
化

力
強
き
の

み

な

ら
す

蛋
自
質
分
解
力
も
相
等
張
く
澱
粉

糖
化

最
適
温

度
及
び

糖
化

最

適
酸
度
の

如

き
は

本
邦
麹
菌
に

類
似
し
、

叉
蒸
米
上
に

培
養
せ

る

本

菌
麹
の

香

氣
は

嫌
悪

な
る

異
臭
な
く
本
邦
麹
菌
に

類
す
o

而
し

て

其
水
浸
液

及

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

 
瓦

 

ぴ

麹

汁
中
に

培
養
せ

し

培
養
液
は
著
明
な
る

麹

酸
の

反
應
を

呈
す
o

從
來
發
表
せ

ら
れ

陀

る

白
色
麹

菌
に

關
す
る

文
献
を

觀
る
に

〉
 

や

○

冨
N

罫
嵩

と

類
似
す
る

點
あ

れ
こ

も

予
の

分

離
せ

ゐ
菌
種
は

液
鱧
培

養
基
に

能
く

發
育
し
芽

胞
子
の

大
な
る

點
或
は

三

五

1
三

六
度
の

高
温
に

能
く
發

育
す
る

點
等
に

於
て

明
か

に

畷
別

し
得
ら
る

べ

く
又

喜
多
氏
の

臼
紬
よ

り

分
離
せ

る

自

色
麹
菌
と
も

匿
別
す
る

事
を

得
べ

し
Q

　
本

菌
は

高
温
に

於
て

蒸
米
又
は

蒸
皴
に

て

製
麹
容
易
に

し
て

糖
化

力
並
に

蛋
白

芬
解
力
強
き
麹
を

得
べ

き

を
以
て

本

邦
麹
菌
と

同
様
工
業
的

價
値

を

有
す
る

菌

種
に

し
て

叉
恐

ら
く
新
菌
種
な
る
ぺ

し
と

信
す
o

形
態

、

生

理
に

關

す
る

詳
細
な
る

報
告
は

更
に

精
査
の

上

報
告
す
べ

し
。

　
次
に

釀
母
菌
類
は

酒
醪
に

就
き
調
査
を

行
ひ

し
に

非
ら
ざ

れ
ば

醗
酵

圭
要

菌
の

決
定
困
難
な
る

も
紬

子
中
よ

b
分

離
せ
る

醗
母

菌
の

多
ー

は
麹

汁

中
に

於
て

速
か

に

醸
厚

輪

及
び

濕
潤
な
る

厚
き

皮
膜
を

形

成
す
る

種
類
に

て

麹

汁

中
に

接
種
し
こ

三

−
二

五

度
に

培

養
せ

ぱ

試

驗
管
壁
に

沿
ひ

て

發

育
し

盛
に

醸

酵
し
四

−
五

日

後
に

は

既
に

釀
緑

輪
及
び

醗
母

皮
膜
を
生
す
。

又

麹
汁
寒
天
上
に

斜

面
培

養
を
行
ふ

時
は

最
初
淡
黄
白
色
の

濕
潤
辮

面

な
る

聚

落
を
生
つ

る

も
】

ケ

月
餘
を
經
過
せ

る

陳
久
培

養
に

は

無
數
の

小
形
第
二

聚
落
を
全
面
に

發
生
す

る

事
ゐ

b
て

最
初
滑
面
な

b
し

粲
落
は

粗

面
と
な
る

紬
子

中
の

釀
母
は

黐
子
a

號
の

菌
株
を
除
け

ば

形

態
上
著
し
き
差
違

無
き
も

糖
類
に

樹
す
る

關
係
よ

り

芬

類
す
れ
ば

次
の

三

型
と
な
る

ぺ

し
o　

第

　
三

　
表

蠹
 

蠹
ご
Φ

・
け

胃

。

 

Φ

団

鬘
・
隗

 

切
宀

…

…

薪
同

§
・

砿

器
・・

…・

二
垂
・

・

⊇
・

馨
・

藩
 

窰
…

∴剛
墾
聯

蠧
ぎ
・

二
…

歹

。
・

・

三
・

黼

辮

讐

黛
轡

肩

磁

域
…

∵
撫
…

一

潔

旧

U

■

第
三

型
は

上

記

三
種

中
最
も
多
く
、

而

し
て

該
型
に

属
す
る

菌
糘

中
紬

子
a

號
よ

b
分
離
し
陀

る

醸
母
の

み

は

麹
汁

寒
天
上
の

聚
落
は

腸
樣
有
皺

　
　
　
　

　
朝

鮮
産
翹
子
の

研
究

（

第
一
報
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
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朝…
觧
町

産
舳佃
丁

丁

の楙
町

究
　　
（

第
一
胡
報
）

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

、

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

一
山
ハ

面
と

な

り

細
胞
の

多
く

は

接
合
釀
母

菌
に

見
る

如
く
接

合
突

起
に

髣
髴
陀

る

突

起
を
生
す

れ
こ

も

是
等
の

細

胞
は

互
に

接
合
す
る

事
な
く

叉
胞
子
の

形
成

を

見
す
Q

然
れ
ざ

も

本
種
は
恐

ら

く
填

生．
醗
摩

菌
の

無

胞
子
性
型
と
な
り

し

も
の

と

思

椎
し

分
類
の

便

宜
上

第
三

型
に

入

れ

置
き
だ

り
o

其
他

し。

胃

幽・

属
母
盈
譽
島

に

能
く

類
似
す
る

醸
母

を
A

號
猫

子
中
よ

り

分
離
せ

り
o

　

齋
藤

氏
の

分
離
さ

れ
セ

る

醗
母

菌
m

霧

爵・

8
器

譽冖
多

又
は

uo
穹
nF8

需
四

き

＝
匂

母
旨
p

ヨ
a9
，

は

兩

者
麥
芽
糖

を
醗
酵
せ

ざ
る

型

な
れ
こ

も

予

の

分
離
せ

る

ω

碧
∩

冨
さ
ロ

ヴ，
。

醗

屬
は

〜
o

畠・

竃
彗
臨

鬘
磊

に

類
す

る

型
を

除
け
ば

全
部
麥
芽
糖
を

醗
酵
す
る

型
な
bo

而
し
て

冨

亀
ぼ
。
ω

Φ

に

對

し
て

は

共
の

醗
酵

有
無
を

檢
す

る

事
能
は

ざ

り

し
も

寧
ろ

松
田
及

巾
島

兩
氏
の

囎

子
中
よ

り

分
離
せ

し
釀
母
に

類

す
る

點
多

し
。

叉
予
の

分

離
せ

し

醸
彫
は

三

型
と
も

高
梁
酒

用
紬

子

叉
は

黄
酒

用
紬

子

中
よ
b
分

離
せ

ら

る

・

耀
母

と
比

較
す

る

に

明
か

に

差

蓮
を

認
め

得
ぺ

き

型
な

り
。

　

産
膜
性

醸
母

菌
は

〜

＜呻一｝
貯

穹

§
臨
9

及
び

糖
液
を
醗
酵
し

醋

酸
瓦

ス

テ

ル

を
生

産
す
る

ン

ぐ
8
α
Φ

導
類

屬
多
し
。

徇
ほ

糖
液

を
醗
酵

し
胞
子
の

形

成
な

き

菌

種
二

樋
あ

り

前

述
の

菌
株
等
よ

b
も
小

形
細
胞
に

て

該
兩

者
は

門

毳
三
p

嚼
と

し
て

表
示

せ

り
o

　

叉
細
菌

類
の

分

離
は

特
に

之
を
圓

的
と

せ

ざ

り

し
に

依
り

表

示
の

種

類
少
數
な
れ

こ

も

相
等
多
種

類
の

細
菌
存

在
す
る

事
を
認
め

陀

り
。

而
し

て

乳
酸

菌
、

砧
草
菌
及
び

酪
酸
菌
の

如
き
は

凡
て
の

紬

子
中
に

生

存
す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

）

　

　

　

ー

　

從
來

先
輩
諸
氏
の

分
離
さ

れ

た

る

菌
種
は

可
成
多
數
に

達
す
れ

こ

も

予
が

今
回

分
離
せ

る

種
類
に

比
す

れ

ば

遙
か

に

少
數
な

り
o

上

野
氏

或
は

鳥

居
氏
は

主
と
し

て

紬
子

中
よ

り

分

離
せ

易｝
・

ぎ
葛
屬
に

就
き

研
究
を

行
は

れ
叉

松
田

氏

及
中
島
兩
氏
並
に

蜘
罠
等
は
之
に

反
し

舳

子
中
叉

は

醪

中
の

酸
母
に

就
き
主
と
し

て

調
査
さ

れ
し

も
の
に

て

朝
鮮
蚰

子

微
生
物
の

全
般
に

渉
b
詳
細
な
る

研

究
を

逾
げ
し
文

献
な
ル

。

第
二

表
に

禍
げ
し

如

く
從
來
芬

離
さ

れ

し

事
無
き

目

訂
コ
昌
o

羽
2mp

長
p

艮一
営

β

〉
・。一）・

穿

邑
唱
答
・。鴇

冨

き
葭

髢
巴
ご
粘

及
び

〉
げ
ω

臨
9

ご
鼻
夢
。

ぎ屮
〜

の

如

き
自

家
發
熟

枯
草
中
に

て

分
離
さ

る

・

耐

熟
性

菌
叉
は

雫
耐

熟
性

菌
を
分

離
し

叉
比

較
的
低
温

に

て

寧
ろ

能
く

發
育
す
る

国

巳
○

ヨ
｝ 、
6

畠

屬
を
分
離
せ

り
。

是
等

　

　
　

　

　
　
ハ

ロ

　
ヱ

け

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
ロ
わ
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ル

ロ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　ゆ

の

菌
種
は

曾
て

齋
藤
氏
に

依
り

又
予
が

高
梁

酒
用
舶

子

及
び

黄
酒
用
舳

子

中
よ

り

分
離
せ

し

種
類
に

能
く

類
似
す
。

　

上

逋
の

諸
點
を

考
察
す

る

に

朝
鮮
産
黐
子
の

微
生
物

中
醸
母

は

明
か

に

高
梁
酒

用
黐

子
及
び

黄
酒
用
舳

子

申
の

も
の

と

異
る

も
絲

状
菌
類
及
び

細

菌
類
等
に

あ
b
て

は

類
似
せ

る

種
類
多
し
o

麭
子

の

糖
化

素
に

關
す
る
二

、

三
の

實
驗

b
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高
梁
酒
釀
造

用
黜

子
の

糖
化

最
適
温

度
に

就
き
て

は

大

正

三

年
既
に

澁
川

鑛
藏
氏
の

研

究
あ
れ
ご

も

糖

化
最
適
水
素
イ

オ

ン

濃
度
に

關
し
て

は

何

等
試

驗
さ

れ

し

事
な
く
、

朝
鮮

産
劉
子
に

就
き
て

は

該
方

面
の

研

究
未
だ

發
表
さ

れ
し

も
の

有
る

を
聞
か

す
。

使
用

潸
等
の

多
く

は

黐
子
良
否
の

鑑

定
は

單
に

細
子

斷
面
の

樣
子
叉
は

臭
味
に

據
る

の

み

に

て

正

確
な
る

定

量
的
方
法
な
し
。

由
つ

て

予
は

黜
子
の

簡
單
な
る

定
量
的
糖
化
力
比
較
試
驗

法

を
定
め

む

と

欲
し

酵
素
液
の

調
製
泱

、

糖
化
最

適
温

度
並
に

糖
化

最
適
酸
度
等
に

關

し
聊
か

實
驗
せ

し

成
績
を
記

述
せ

む
。

　
一

、

實
　
　
驗
　
　
法

　

容

器
と
し
て

は

五
〇
 

計
量
瓶
を
使

用
し

之
に

四

％
の

可
溶
性
馬
鈴
薯

澱
粉
溶
液
二

五
 

を
入

れ

更
に

所
要
の

酸

度
に

保

持
す
る

爲
め

種
々

の

割

合
に

混
じ
だ

る

M一
m

第
二

燐

酸
曹
達
液
及
M

面

枸
櫞
酸
液
の

混
合
液
一

〇
 

を
注

加

し
恒
温
水
槽
に

約
二

〇

分
間

保
ち
所

要
温

度
に

達
せ

し
め

酵

素
液
→

 

叉
糖
化

力
張
き

も

の

は
σ
・

五
 

を

注
加

し

直
ち
に

豫
め

準
備
せ

る

同
温

度
の

蒸
餾
水
を
以
つ

て

正

確
に

五
〇
 

と
な
し

四

時
間

同
｝

媼

度
に

て

糖
化
せ

り
Q

而
し
て

酵
素

液
添
加

後
一

時

間
を
經
過
す
れ

ば

五
 

の

糖
化
液
を

探
り

比
色
法
に

櫨
り

各
瓶
の

水
素
イ

オ

ン

濃
度
を
檢

し
殘
液

は
更
に

三

時
間

糖
化
作

用
を

續
行
し

後
各
々

を
豫
め

準
備
せ

る

氷
水

中
に

取
り

出
し

急
速
に

冷
却
し
尚
ほ

完
全
に

酵
素
作

用
を
阻
止

す
る

爲
め

N
百

苛
性

曹
達
液

五
 

を
注
加

し
更
に

蒸
餾
水
に

て

正

確
に

五

〇

 

と

な
し

其
一

〇
 

帥
ち

糖
化
液

九
 

中
に

生
成
さ

れ
し

直

接
還
元

糖
は

之
を
ベ

ル

ト

ラ

ン

氏
法
L
據
り

定
量
し
淌
費
さ

れ
た
る

過
滿
俺
酸

加
里
液
の

 

數

を
以
つ

て

示

す

事
と
せ

り
o

　
二

、

酵
素
液
の

調
製

　

舶

子
粉

末
一

〇

瓦
に

約
二

〇

容

％

酒
精
一

〇

〇
 

を

注
加

し
一

定
時

間
浸

漬
後
濾

過
せ

る

濾
液

を
使

用
せ

り
。

水
の

み

を

注
加
す
る

時
は

濾
過
稍

々

困
難
に

し
て

叉
透
明
液
を

得
難
き

事
あ
b
。

而

し
て

浸
漬
時

間
は

次
の

如
く
二

時
間

、

四
時
間

、

八

時

間
及
一
亠

ハ

時
間
と

定
め

二

時
間
浸

漬
の

分

は

振

蘯
器
に

て

二

時
間
連
續
振
瀛

後

濾
過
せ

し
も

共
他
は

凡
て

三
〇

分
間

毎
に
一

定
時

間
振
蘯
し

室
温
に

靜
置
し

所
要
時
間
浸

漬
後
直
ち
に

濾
過
せ

り
。

樹
ほ
比

較
の

爲
め

三

五
度
に

二

時
間
靜
貴
せ

し
も
の

及
び

二

〇

容

％
酒
精
の

代
り

に

水
を
加
へ

四

時
間
室
温
に

前
記
の

如
く
處
理
せ

し
も
の

計

亠
ハ

種
の

紬
子

粉

末
浸
漬
濾
液
に

就
き
五

〇

度
に

於
て

糖
化

試
驗
を

行
ひ

し
に

水

を
以
て

浸
漬
せ

し
も
の

以
外
の

濾
液
に

て

試
驗
せ

し
糖
化

度
は
殆
ご

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
」

海

差

遼
な
き
を

認
め

り
。

即
ち
二

時
聞

乃
至

四
峙
間
室
温
に

浸
漬
せ

し
黜
子

濾
液
に

て

充
分
其
目

的
を

逹
す
べ

し
。

而
し

て

單
に

水
の

み

に

て

浸

漬
せ

し
酵

素
液
は

其
糖
化

力
二

〇

容
％
酒
精
に

て

浸
漬
せ

し

も

の

に

比
し

稍
々

良
好
な
る

も

其
の

差

蓮
極
め

て

僅
少
な
り
。

　
（

但
し
以

下
の．

實
驗
に

使
用
せ

る

酵
素
液
は
凡
て

二

〇

容

％
酒
精
一

〇

〇
 

に

舳
子

粉
末
｝

O
琵
を
投
じ

能
く

振
蘯
し
室

温
に

エ
ハ

時

間
靜
置

後

　

　

　
　

　

朝

鮮
産
麺
子
の

研

究

　
（

第
一
報
）
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朝

鮮
産
麭
子

の

研

究

　
（

第
一
報
）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
，

　

　
一
八

濾
過
せ

る

も
の

な
り
o

）

　
三
b

糖
化

最
適
温

度
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　、

　
紬

子

中
に

は

第
二

表
に

示
す
が

如
く
多

種
類
の

微
生
物
凝
生
し

是

等
微
生
物
の

分

泌
す
る

糖
化
素
は

菌

種
に

據
り

夫
々

其
性
質
を

異
に

し
叉
紬
子

原
料

自
身
の

有
す
る

糖
化

素
の

性
質
も
關

與
す
る

も
の

な
れ

ば

糖
化

最
適
温
度
及
最

適
酸
度
の

如
き
も

單
一

菌
種
に

就
き
行
ふ

が

如
き

試

驗
結
果
と

異
る

べ

き
は

當

然
の

事
な
り
o

　
由
つ

て

囎
子
の

糖
化
最

適
温

度
を
試
驗
せ

む

と

欲
し
皴
子
の

製
造

所
を

異
に

せ

る

も

の

或
は

同
一

製
造

所
に

て

も
製
造

年
時
を
異
に

せ

る

數
種
の

紬
子
に

就
き

瓢
五
・

三
の

酸
度
に

於
て

糖
化
を
行
ひ

次
の

結
果
を

得
た

り
。

第四表

糖
化

最
涵

温
度

糖 化 温 度

　

鯉

一

ー」55050045e

　．
浸
液
注

加
量

子　

種
類
帶

號

一

製
造

年
時

・
…

鑿
旭

地
名

一

製
造
所

名

45−50°

Lso．5．s・

45−5ee

〃

〃

50−55°

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

〃

弾

7°1

2．159

．45

　　　　　　　　 t
14．40　13．351

15β0　16．40

1葦．10 　 】0．3（D

12．30　 11．45

［4．05　 13．95

13．OOl6

．209

，

10．65

13AO

11．10

置0．005

、856

，go

17．0515

．95

亅6．OO

12．40

12．7511

．45

16．2015255

．801

．802

．601

．451
　　 ト

3．60
一 1． −r13
．75i　IO．6e

9．85「 9．651

15、4013

．8014

．85

9。SO

脈

”

”

”

”

0．5

　〃

　〃

IO．C．

〃

〃
　
　
　
〃

粗e ．

撚

堅
鵬

　

　
一

 

2n

大 東 醸造

即

　
〃

〃

仁

　
川

　
水

　
原

粗 H ．

粉1．

2．92

．93

．10

〃

　　　1粗N

〃 1粉 ・

・列組・

3．811　v　1〈．

3・4i ” 1・・

3．9　2　〃 M ，

粉　 末

朝日醸造1
〃

　

　

　

〃

朱 亨 根

大 李 醸造

i柳京酒造

李

澤
　

仁

　
　
川

　
　
李

　
　
壌

麥小

　

上
表
に

據
れ

ば

舳
子
の

糖
化

最
適
温
止

伐

は

四
五
度

ー
五
〇

度
の

も
の

及
び

五

〇

度
−

五

五

度
の

も
の

と
あ

b
て
｝

定
せ

す
o

是
等
の

關
係
は

明
か

に

舳

子
製
造
中
の

天
候

及
び

季
節
等
に

支

配
せ

ら

れ

各

種
微
生
物

の

發
生
割

合
に

夫
々

差
違
を
生
じ

だ
る

に

原
因
す
る

も
の

な

る
ぺ

し
o

勿
論
舳

子
の

製
造
法
或
は

地

方
に

依
り

て

も
上

記
の

關
係
を

起
し

得
ぺ

し
o

　

例
へ

ば

製
造
地

を
異
に

す
る

水

原
産
魏

子
EG

の

最
適
糖
化
温

度
は

兩
種
と

も
四

五

度
i

五

〇
度
に

し

て

仁
川
朝
日

釀
造

廣
州
式
舳

子
試
製

品
NO
。

は

五
〇

度
−
五
五

度
な
る

が

如

し
o

叉
同
一

製
造
所
に

於
て

同

一

時
期
の

製
品
に

て

も

製

造
法
を
異
に

す

る

仁
川
大
東
釀
造
製

皴
子
且

q

或
は

李

澤
産
H
ゑ

舳

子
の

如
き
は

夫
々

糖

化
最
適
温
度
を
異
に

す
。

然
れ
こ

も
⊥

ハ

O
度
に

於
け

る

糖
化
は

何
れ
の

黜
子
も
五
五

度
よ

り

不
良

な

り
。

上
記
の

結
果
よ

り

朝
鮮
細

子
の

糖
化

最
適
温
度
は
五

〇

度
前

後

と

見
徹
せ

ば

大
な

る

誤
b
な

し
ま
信
す
。

澁

川
氏
が

高
梁
酒
用

黐
子
の

N 工工
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水
浸
液
を
以

て
一

時
間

糖
化

し
得
陀

る

結
果
に

據
れ

ば

糖
化

最
適
温
度
は
五
〇

度
乃
至

五

五

度
の

間

に

て

寧
ろ

五

五

度
附
近
に

接
近
し
居
る

も
の

な

る

が

朝
鮮
紬

子
に

於
け
る

結

果
よ

り

見
て

も

該
温

度
は

確
定
的
の

も
の

な
ら
ざ

る

は
想
像
し

得
ら
る

・

靂
な
り
。

　

四
、

糖
化

最
適
酸
度
及
び

糖
化
力
の

比

較

舳
子
の

最

適
温
度
は

大

體
に

於
て

四

五

度
乃
至

五
〇

度
及
五

〇

度
乃
至

五

五
度
の

兩
温
度
あ

る

を

認
め

陀
る

が

更
に

五

〇

度
及
五

五

度
に

於
け
る

糖

化
最

適
酸

度
を
知

ら
む
と
欲

し
印
四
・

二

ー
七
ー
ハ

の

間
の

酸
度
に

於
て

朝
鮮
産
舳

子
五

種
及
び

比
較
の

爲
め

黄
酒
用
紬
子

、

高
梁
酒
用

黜
子
並
に

兩

者
の

原
料

細
粉
末
よ

り

土
記
の

方
注
に

て

浸

漬
せ

る

濾
液
（

酵
素
液
）

を

以
て

糖
化
試
驗
を

行
へ

り
。

今
其
の

結
果
を
表
示
せ

ぱ
次
の

如
し
o

　

今
第
五

表
に

於
て

各
種
舳
子
の

五

〇

度
及
五
五

度
の

兩
滑

度
に

於
け

る

糖
化
最

適
酸
度
を
見
る

に

前
者
附

近
の

温

度
に

あ

b
て

は

印
五
・

二

の

附

近
糖
化

最
も
良
好
に

て

漸
時
酸
度
の

減
少
す
る

に

從
ひ

糖
化
作

用
不
良
と

な
b
、

』
亠

ハ
・

四

−
六
・

八

附
近
に

至

れ

ば

急
に

糖
化
不
良
と

な
る
。

叉

臨

四
．

⊥

パ

ー
五
。

O
附

近
よ
b
酸
度
墫

大
せ

ぱ

糖
化
作
用
は

急
減
す
。

而
し

て

後
者
附
近
の

温

度
に

て

は

釉
五
。

三

1
五
・

四

附

近
糖
化

最
も

良
好
に

し
て

酸
度
の

減
す
る

に

從
ひ

糖
化
不
良
乏

な
b
隔

六
・

01

亠

ハ
・

四

に

至

れ

ば

急
に

糖
化
作
用

減
少
し

．

臨
四
。

八

ー
五

三

附
近
よ

り

酸
度
壇
大

せ

ば

糖
化

作
用
は

叉
急
減
す

。

兩
温

度
を
通
じ

最
適
酸
度
限
界
の

中
間
に

位
す
る

酸
度
は

翩
五
●

五
ー

五
●

七
附
近
な
り
。

然
れ
ざ

も

紬

子
の

種
類
或
は

其
新

舊
程

度
に

俵
b
多
少
異
る

も
の

・

如
し
。

　

叉
高
梁
酒
用
及

黄
酒
用
黜
子
療
料
の

糖
化
の

獣
態
を

見
る

に

可
成

強
き
糖
化
力
を

有
し

細
子
に

比
し
最
適
酸
度
の

限
界
廣
く

五
〇

度
附

近
に

て

は

印
四
．

八
ー，
六
。

六
の

酸

度
に

於
て

殆
ん

ご

同
等
の

糖
化

力
を
有
し

』
四
・

⊥

ハ

附
近
よ

b
酸

度
壇
大

す
る

か

或
は

』
六
・

八
−
七
・

○

附
近
の

酸
度
に

減

す
る

時
は

糖
化

力
急
減
す

。

而
し
て

五
五

度
附
近
に

て

は
最
適
酸
度
の

限
界
五

〇

度
附
近
に

比
し
稍
々

減
少
す
る

も

踟
五
・

Ol

亠

ハ
・

二

の

間

は

糖

化

良
好
に

て

殆
ん
ギ
、

差
違
な

し
。

随
四
．

八
ー

五
．

0
附
近

よ
り

酸
度
増

大
す
る

か

或
は

臨
⊥

ハ
・

四
−

六
●

亠

ハ

附
近
の

酸
度
よ

b
減
少
す
る

時
は

糖
化
作

用

急
激
に

不
良
と

な
る
o

朝

鮮
産
舳

子
の

原
料
に

就

き

て

は

實
驗
す
る

事
能
は
ざ

り

し

も
。

黄
洒
用
黜
子
の

如
く

生
小

麥
粉
末
を

原
料
と

す
る

も
の

な

れ

ば
黄
酒
用
勲

子
原
料
に

付
き
行
ひ

陀
る

結
果
と
大

同
小

異
な
る

ぺ

し

と

信
す
。

（

第
一

圜
乃
至

第
三

圓

曲
線
參

照
）

　

更
に

第
五
表
に

示
せ

し
糖
化
度
よ

b
紬
子
及
び

薊

子

原
料
の

糖
化
素
（

二

〇

容
％
酒

精
浸

液
）

に

依
る

五

〇

度
及
五

五

度
の

兩
温

度
に

於
け
る

糖

化

最

適
酸
度
及
び

糖
化
急

減
の

酸
度
等
を
表
示
せ

ぱ

第
六

表
の

如

し
。

朝

鮮
産
麺
子

の

研

究
　
〔

第
一
報
）

一
九
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第

六

表

一

子

番

號

精

化
温

度

糖牝作用急

戚 す る酸度

兩　限　界

糖化作
用最 も
良好な
ろ 酸壌

糖化作用 糖化作
良好 な る 用良好
酸度 の 範 な ろ 中

園　　　 間酸度

脇

　
詔

　
56
　
肪

　
印

　
56
　
肝

　
56
　
鵬

　
邸

　
認

　
印

　
略

　
硲

　
印

　
酪

　
駟

　
灘

5，1− 6．15

．2− 6．04

．8 − 6．45

．0− 6、05

．1− 6．45

．2− 6．05

，0− 6．45

，2− 6．04

．8− 6．45

．2 −6 ．05

．O− 6，65

．2− 6．25

．1− 6 ．5

15・4
｝6 ・‘t4

．8 − 6，65

．0− 6 ．24

．8 − 6 ．852

−−6．2

砿

　
M

　
繊

　
甜

　
観

　
册

　
52

　
胆

瀚

　
開

　
昭

　
胴

　
脇

　
肪

磁

倒

齪

嗣

　
輪

肥

鰓

“

”

仭

儲

　
嗣

御

齠

儒

嗣

”

鮖

印

　
灘

　
孀

　
翻

　
印

　
尉

　
輪

　
印

妬

50

輪

　
印

　
”

　
聞

　
妬

　
娼

　
孀

　
印

〜
50°

155。

500

｛550
50 つ

ミ　550

Ssoe
l55・
　50D

｛　55Q

l50
°

15・・

　500

｛　550

　 500

｛　550

　 500

｝　550

A

B

C

D

16

遡

子

麺

子

子

原

料

麭
子

原
料

　

　
　

　

　
　
黄

酒

麺

高

梁

酒

黄，

酒
　

高
梁
酒

【737】

第

　
　
七

　

表

麭 麭 糖 化 温 度
　　ヒ阯　

子
子 500

　

［
550

の

種
番 使 用 酸 素 液 量

類 號 ・喇 憮 11．OC贔 1喩
C罵

一
贏

A11 ．80 12．40

lc13 ，35 13．00
粗

’

D13 ．90 13．40

F10 ．30 9．70

H13 ，95 13，40
麭

1（ 12，60 12．75

L11 、45 11．45

旨M13 ．60 1335

子
1 C £  

N19 ．3015 ．2519 ．45 】5．95

P20 ．4017 ．4G20 ，30　17，55
…

粉

　 B

l・

16．4014

．30

　 16．20 、
　 　 　 1
　 13．50iI

11

亅

麩

11
‘÷

I
　 I

　 1】．45i19

．901

　 　〕

副
　10．651

嗣噛 16，90

J 旨 13．90 、
】3．151

子 11 」

一一
…01118 ，95 且5．80ト　 18．951II6．00

． 一一一一．
… i

黄 酒 用 麭 ヂ

高梁酒用 麺子！

　 15．00
レ
　 14．60

i邯 ・

旨4．201

黄　　 酒　 月；1

糧 子 原 料
9，85 　 9，65111

高 梁 酒 用
翹 子 原 料

正OjO 9．90

朝
鮮
蔭

麭

子
の

研

究
　
（

第
冖

報
）

　

第
亠

ハ

表
に

記
入

せ

し
如
く

糖
化

最
も

良
好
な
る

酸
度
は

五
〇

度
に

て

印
五
・

二

ー
五
〇

三
叉
五
五

度
に

て

は

猟
五
9

三

−
五
。

四

な

り
。

　

宙
つ

て

各
貅
子
の

糖
化
力
を
比
較
せ

む

爲
め

印
五
・

三

の

酸

度
に

て

五

〇

度
及
五
五

度
の

爾
温

度
に

て

四

時
間

糖

化
を
行
ひ

次
の

結
果
を

得
把

り
。

　

表

中
の

數
字
は

糖

化
液
九
 

中
の

直

接

總
還
元
糖
量

を

淌
費
さ

れ

し
過
滿
俺

酸
加
里
液
に

て

示

し
陀
る

も
の

に

し

て

既
に

薊
子
浸
液
中
に

存
す
る

直
接
還
元

糖
は

浸
液
五
 

中
最
大

五
■

二

 

最

少
二
・

二

 

の

遒
滿

俺
酸
加

里
液
に

相

常
し

澱
粉
糖
化
に

使

用
せ

し
浸
液
中
の

還
元
糖

量
は

極
め

て

少

量
な
れ

ば
之
を

除
去
せ

す

し
て

表
示
せ

b
。

　
　

　
　

　

　
　

第
七
表
の

結
果
よ

b
朝
鮮
産
独

子
と

黄

　
　

　
　

　

　
酒
用
及

高
梁
酒
用
紬
子

と
の

糖
化

力
を

比

　
　

　
　

　

　
較
す
る
に

RL

瓦

α

及
p

の

五

種
の

舳

子

　
　

　
　

　

　
は

糖
化
作

用
著
し
く

強

力
に

し
て

糖
化
普

　
　

　
　

　

　
邇
な
る

舶
子
の

二

倍
以
上
の

糖
化
力
な

る

　
　

　
　

　

　
も

他
の

朝
鮮
産
舳

子
は

黄
酒
紬

子
叉
は

高

　
　

　
　

　

　
梁

酒
紬
子
よ

り

糖
化
不

良
な
り
。

叉
朝
鮮

　
　

　
　

　

　
産

軅
子
中
粗
軸

子
と
粉

紬
子
の

糖
化
力
を

　
　

　
　

　

　

見
る

に

粗

黜
子
に

て

は
N

及
P

の

如
き

糖

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
一
二
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f 麩 子
　　 滿
牝接俺r一「

良 番 浸
液
の

直 浸
接 液
選 五

浸加

液 GC

液邏酸
九元 加
⊂島糖 里．

酸
　・
兀 CG 中 （ 液

否 號 度 糖 中 注鍛 の 過
）

　　1
不　　11PH543

．201   】3．65CC
1 c、G

良 …
　　 12

〃 3．75 〃 11．70

品 13
　 　 コ

〃 2．30 〃 12．80

優 4 〃 2．35 〃 13．40

良 5
　　 1

〃

　　：
2．30
　 　 　 ｛

〃 9．55

品 6 〃　 ：
　　 22 ．50 〃 13。55

．1

　

　
　

　
　
　
朝

鮮
産

麺
子
の

研

究
　
〔

第
一
報）
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

ニ

ニ

化
極
め

て

良
好
な
る

も

の
、

又
粉
艪

子
に

て

は
G
の

如
き

糖
化
力
不

良
の

例

外
あ
る

も
一

般
に

粗
紬
子
は

粉
黐

子
に

比
し

糖
化

力
劣
る

が

洳
し
。

而

し
て

粗

紬
子
中
最
も

糖
化
不
良
の

も
の

に

あ
り
て

は

生
小

麥
自
身
の

有
す
る

糖
化
力
に

殆

ん
ざ

等
し

き

も
の

あ

b
。

以
上
の

結
果
よ

り

考
察
す
る

に

粗
紬

子
に

於
て

も

原
料
の

粉
末
程

度
に

考
慮
し

又
製
皴
に

注

意
す
る

時
は

粉
舳
子
と
差
違

な
き

糖
化
力
を

有
す
る

黼

子
を
製
勲
し

得
ら
る

・

も
の

と

信
す

。

實
際
糖
化

力
優
良
な
る

粗
舳

子
N

及
P
の

如
き

は

原
料
の

粉
末
程

度
他
の

粗
独

子
に

比
し

細
粉
な
り
。

　
本

實
驗
に

使
用
せ

し
嫐
子

資
料

中
高
梁

酒
用
独

子
の

み

は
大

連
市

西
崗
子
雙
興
泉
燒
鍋
の

製
品
に

て

同
駈
に

於
て

毎
日

高
梁
酒
製

造
に

使

用
し
つ

・

あ

b
し
も
の

な
れ

ご

も
其
他
は

凡
て

各
一

個
の

鼎
子

を

研
究
材
料
と

せ

し

も
の

な

れ

ば

可
及

的
均
一

な
ら

し
め

む
が

爲
め

各

所
よ

り

資
料
を
探

集

し

粉

末
と

せ

り
。

　

　
　

　
　

　

　
　

五
、

肉

眼
的
鑑

定
法

に

依
る

谿

子
の

良
否
と
糖
化
力

　
紬

子
糖
化
力
の

良

否
と

肉
眼

的
鑑
定
法
に

依
る

嫐

子
の

良
否
と

は

實
際
に

於
て
一

致
す
る

も

の

な
る

や

否

や

に

關
し
試

驗
せ

む

と

欲
し
朝
日

醸
造

株
式

會
肚
の

製
造
に

係
る

改

良
粗
舳

子
⊥

ハ

種
に

就
き
五

〇

度
に

於
け

る

糖
化

力
を
臨
五
・

二

の

酸
度
に

て

糖
化
し

比
較
せ

り
。

是
等
六
種
の

細

子
は

實

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
家
の

鑑
定
に

よ

り

三

種
R

は

不
良
品
に

て

他
の

三

種
礁

は

優
良
品
な

り
。

　

　
　

　
　

　

　
　

　

く
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　　
く

第

　
　
八

　

　
表

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
上
表
に

示

す
如
く

勲

子
の

二

〇

容
％

酒
精
浸

液

の

酸
度
は
⊥

ハ

秤
と

も
印
五
．

四

附
近
に

て

又
浸
液
中

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
・

の

直

接
還
元

糖
は

五
 

に

付
き

最
大
三

。

七
五
 

、

最
少
二

三
二

〇
 

の

遏

滿

俺
酸
加
里

液
に

相

當
す
。

而
し

て

糖
化
液

九
 

中
の

直

接

還
元
糖
量
を
見
る

に

不
良
舳
子
1
號
は

生
成
糖
量
最
も

多
く

優
良
舳

予

5

號
は

最
少
な
り
o

其
他
は

肉

眼
的
鑑

定
結
果
と
一

致
し
だ

れ
こ

も

以
上
の

結
果
よ
b
推
定
し
肉
眼
的

鑑
定

法
は

絶
對
的
の

も
の

な

ら

す
〇

　

　
　

　
六

、

黏
子
の

熟
乾
燥
に

據
る

舶
子

糖
化
素
の

戚
應
性

　
酵

素
作

用
は
一

〇

〇

度
附
近
に

加

熱
す
る

時
は
致バ

カ
を

失
ふ

と

雖

も
之
を

常
温
に

放
置
す
る

時
は

再

び
其
の

カ
を

顯
は
す
に

到
る
。

即
ち
酵
素
が

再
生

現
象
を

有
す

る

は

入
の

能
く
知
る

所
に

し
て

植
物

性

の

酵

素
は
一

般
に

動
物

性
の

も
の

に

比
し
高
温
に

耐
え

得
る

も
の

な

り
。

　
而

し
て

酵
素
の

熟
に

對
す
る

戚
應
性
は

其
液
默
な
る

と

個

軆
腴
な

る

と
に

依
り

夫
々

異
り

前

者
は

戚
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

’

【739】

應
性
大

な
る

も

後
者
は

小

な
b
。

實
際
融

子
の

粉

碎
に

便
な
ら

し
む
る

爲
め

之
を

高
温

に

て

乾
燥
す
る

場

合
如
何
な

る

程
度
に

糖
化
作

用
の

阻
害
せ

ら
る
・

や

に

就
き
て

は

未
だ

實
驗
さ

れ

し

事
無
き
を
以
て

次
の

如
き

試

驗
を
行
へ

り
。

　

猫
子
粉
末
｝

定
量
を

秤

量
し

之
を

蒸
氣
乾
燥
器

内
に

て

五

時
問
所
要
の

温

度
に

乾
燥
後
鹽
化

石
茨
を
入

れ

セ

る

乾
燥
器
中
に

取
b
入

れ
二

四
時
間

室
温
に

放
置
後
器
外
に

出
し
更
に

室
温
に

放
概
す
る

事
一

週
日

後
各
々

よ

り
一

定
量
を
秤
b
先
に

記
述
せ

る

方
法
に

據
り

紬

子
浸
出
液

を
造
b
印
五

　

第
、

九
　
表

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
●

三
の

酸

度
に

て

糖
化
試

驗
を
行
へ

り
o

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
實
驗
に

供
せ

し

猫
子
は

二

種
に

し
て
1

號
の

粉
嫐
子

及
び
M

號
の

粗
熱

子
な
り
。

二

％
可

溶
性
馬
鈴

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
薯
澱
粉

液
五
〇

 

に

注
加
せ

し
酵

素
液
（

黜

子
浸

出

液
）

は

前
者
は

O
・

五
 

叉
後
者
は
一

 

な
り
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
第
九
表
の

示

す
が

如
く

六
二

度

1
⊥

ハ

四

度
の

乾
燥
温

度
に

て

は

何
等

熟
に

依
る

影
響
見

え
す

。

八
二

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
度
−
八
四

度
に

於
て

は

糖
化

力
の

減
退
を
示
し
M
嫐

子
は

減
退
度
−

紬

子
に

比
し
稍
々

大

な
る

も
1

蜘

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
子
は

極
め

て

僅

少
な
り
。

九

八

度
i
九
九

度
に

て

乾
燥
せ

ば

糖
化
力
の

阻
害
作

用
明
瞭
な
る

も

比
較
試

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
驗
の

約
冖

五

−
二

〇

％
に

過
ぎ
す
o

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
又
黐
子
の

乾
燥
温

度
に

據
る

糖
化

最
適
酸
度
の

影

響
を
1

紬
子
浸
出

液
の

各
種
に

就
き
檢
し

柁

る

が

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
乾
燥
滑
度
の

高
低
に

は

殆

ん

ざ

影
響
な
く

五

〇

度
附

近
に

て

は
既

田

五
・

二

又
五

五

度
附
近
に

て

は
hm

五

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
●

三

−
五
●

四

附
近
の

酸
度
に

て

左
に

其
試

驗
成

績
を
表

示
す
ぺ

し
o

。

廳

蠶

讐
÷
−

・

：
ン
…
 

一

÷
譁
：
：
…
・・

マ
・

覊
黷
讖

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
一

QQ°
oり

O

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一

吟
 

 

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

H

匂φ゜
固

α、
　
　
　
　

一
一．
“
畝

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

9
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
　
　
　
　
　
　
　
　

P
ρ

　
　
　

軌
O
ー

ヨ
。

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
一

トコ’
O
 

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

＝°一
〇

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
一
悼・
010

　
　

　

　

一

〇・
b コ

 

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　一
〇．
らQ
眺．
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

一
ゆ

い
O ．
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

一
P
 

O ．
　
　

　
　

旧゜
等OO

乾

燥

温

度

　　越子 の種類及酵素液の 使用量
　　　　　　　　　一一一一．一一一

　　　　　・ ・… i
一 一．ゴー 一一
　　　 M 　 10c ．⊂

糖 　　 化　　 濃　　 度

・・−51 ・ 155−56 ・

［・・一・1・ 1・・一・6 ・

比 較

41−420

62−640

82．84。1　　　　　　噛

98−ggo

M ，700 鳳

14．60 ”

14．60 ワ

14．20 η

12．65 ”

M ．10c，GI420

〃

14．20 ”

13．9D 〃

12．10 〃

13．65 〃

1285 〃

lI．10 〃

13，65GG 　 13．46c鳳

13．55 ”　 13．35 ”

　　　　　旨
　　　　　　　13．40 ”

　　　　　　　12．60 〃

　　　　　　　】0．95 ”

毓
ふ
  。
O

と
ー

お。

皿

器
ー
 

 
u

ノ註
−

心

憶

ヘ

ロQ
悼

゜
釜
o

¢

QQ

あ
O
。

一

〇°
一

〇

　
nh

ゆ

8
電

』
 

9
悼

Qn

吟m
δ

　
』一

毳
」

圃．
 

O
霧
艶

　
一

一
直．
oQO
．

　
自冖

‘
　一

　
一
1
　一

　
一

ー
　
　一

　
　
一

一
駆

』
仙

一
宀一
〇

．

；
象

一
虧゚

 
駅

一
宀一
α

一
ド
悼

O

一
宀
QQO

　
φ
∩

一
幽圏
OO

一
ド
OO
．

一

qq°
¢

聊．
　
需

一
q9°
 

O

一一゚
 

O

一
ら¢°
910

一
ら9°
OOH

一゜
OO

一
鴎゜
8．

　
9

一
口

一゚

〇

り’
ooq

　
皿

幹

88皿
。。・
毒

爵゚

φ
α

くn ζハ くハ くnU1 こハ

莊 ら嚊 くo 悼 ヒq 虻o

α

雨
頓

雨
 

雨
 

日゚

屮
刈

屮
唄

朝
鮮
産
麭
孑

の

研
究

（

第
一

報
）

二

三
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朝

鮮
産
麺
子

の

研

究
　
（

第
一
報
）

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

二

四

　

實
驗
法

は

先
に

掲
げ
た

る

も
の

と
全
く

同
一

に

て

酵
素
液
は

○
・

五
 

を
注
加
せ

り
。

　

　
　

　

　
　

　
　

麹
子

中
よ

り
分
離
せ

る

絲
瓶
菌
蛤
鐓
種
の

澱
粉
糖
化
素
に

就
て

　

　
　

　
鰤

、

澱
粉
糖
化
最

適
温

度

　

麹
子

糖

化
主
要

菌
類
の

決
定
は

極
め

て

困
難
に

し
て

單
に

紬
子

中
よ

b
普
通
の

牛

扁
培
養
法
に

據
り

多
數
分
離
せ

ら
る

・

種

類
の

み

を

以
つ

て

主

要

菌
類
と

見
做
す

事
能
は

す
。

何
と

な
れ

ば

黐

子
中
の

菌

類
芽
胞
の

發
芽
は

蚰

子
新

舊
の

瞿

度
に

據
り

夫
々

遲
速
あ

る

は
勿
論
に

て

叉

菌

種
に

よ
b

芽
胞
子
及
び

菌
絲
の

發
芽
最
適
酸
度
及

び

温

度
を
夫
々

異
に

す
る

を
以
つ

て

單
に

扁
李

培
養
法
に

依
り
一

定
温

度
に
］

定
時
間
培

養
せ

し

も
の

に

發

生
し
來
把

れ

る

菌
種
の

聚
落
數
を
以

て

凡
て

の

菌
種
聚

落
比
犂
と

看
做
し

得
ざ

れ

ば

な

b
。

由
つ

て

糖
化
生
要

菌
類
の

決
定
に

は
少
く

と

も

製
皴
中

種
々

の

方
法
を
用
ひ

菌
類
分

析
を
反
覆
し

其
際

常
に

黼

予
中
よ

b
多
數
分

離
さ

れ

糖
化
強

力
な
る

菌
種
を
し
て

主
要
糖

化
菌
類
と

見
る

べ

き
な
ら

む

　

然
れ
ぐ
、

も

予
は

独
子
中
よ

り

普
通
扁
李

培
養
に

依
ら

發
生
し

來
た

れ

る

菌
類
中
糖
化
力
強
き
菌

種
を
皴
に

純

粹
培
養
を

行
ひ

其
皴
麹
水
浸
液
を

以

つ

て

種
々

の

酸
度
に

於
て

糖
化
試
驗
を

行
ひ

糖
化
曲
線
を

作
り

蜘

子
の

糖
化
曲
線
と

比
較
し
糖
化
主

要
菌
推
定
の

資
に

供
せ

む

と
欲
し

各
菌
種
糖
化

素
の

糖
化

最
適
温

度
を

檢
せ

り
。

即
ち
皴
二

〇

琵
に
一

七
。

五
 

の

割
に

水
を

涯
加
し
能
く
混
和
せ

し
め

之
を
三

〇

〇
 

三

角
瓶
に

入

れ

常
法
の

如

く

殺
菌
し

夫
々

菌
種
を
接
種

し
三

五

度
乃
至

三

六
度
に

四
日

間

培

養
後
之
れ
に
…

OO

 

の

水
を

注
加
ー

能
く

乳
鉢

内
に

て

菌
絲
を
可
及

的
少
さ

き

破

片
と

な

し
室
温

に

四

時
間

浸
漬
後

濾
遏
せ

り
o

　

實
驗
に

供
し
た

る

菌
種
中

国
昌

傷
。

昌

屯
。
．
鵬

屬
の

み

は

二

種
と
も
二

八
度
に

四

日

間

培
養
せ

し
も
の

を

使
用
し
糖
化
温

度
は

四
〇

度
よ

り
亠

ハ

五

度
の

間
に

於
て

珊

度
の

間

隔
を

置
き

酸
度
は

緩
衡
調

節
液
を

加
へ

踟
孔

∴
二

と

な
し

四

時
間
糖
化
せ

り
。

而

し
て

皴
麹
水
浸

濾
液
は

二

％
可
溶

性
馬
鈴
薯

澱
粉
液
五

Q
 

LO

。

五
 

を
叉
糖
化
力

強
き

種
類
は

○
・

二

五
 

を
注

加
し
鼎

子

浸
液
に

て

實
驗
せ

し

場
合
と

同
樣
に
冖

時
間
糖
化
後
各

々

よ

り

五

 

の

糖
化

液
を
取
り

比
色
法
に

依
り

酸
度
を

檢
せ

り
。

表
中
の

 

數
は
糖
化
液
九
 

中
の

直

接
還
元

糖

量
に

相
當
す
る

逧
滿
俺
酸
加

里
液

の

消
費
 

數
な
り
。

　

第
十
…

表
記
載
の

如
く

』
五
．

二

の

酸
度
し

於
け

る

糖
化
最

適
温
度
は

各

菌
種
に

依
り

夫

々

異

る

を

知

る
。

最

適
糖
化

温

度
の

最
も

低
き
は

津
9

山
。一日
望
。
、

。

屬
に

て

四

〇

1
四

五
度
の

間
に

存

し
最
も
高
き
は

ピ
9
母

窟
匹

募
〜

の

六
〇

度
附
近
な
b
と
す
。

而
し

て

〉
げ
ω

義
ρ

屬
は

四

種
何
れ
も

五

五

度
附
近
に

て

麹
菌
屬
は

兩
種
と
も

王
○

度
柎
近
な

り
。

丙
三
N
。

℃

磊

屬
は
三

穫
各

異
ら

是
等
の

糖
化

最
適
温
度
に

慷
b
て

も

三

者
を
涯

別
す
る

事
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第
　
｝

　
一
　

表

菌　　種　　名
子

番
號

一一一｝ 巾
40−41

糖

一　

　　　　　　　化

・

ト5−・6
°

1・・
一… 1・・−56 ・i・・−61・

温 度
　一一

　　」

　　　一
165

−66
一一

RllizOPII5　 spc 〔，・ 1 工茎F 」 9．go12 ．8011 之4512 ．55 一

〃　　　　　〃　　　　〃 N 涛 冖 1叺5
「

137513 ．45L95 　一

〃　　 　　〃　　　2B   一
［15．0017 ．6518 ．8010 ．75

〃　 　 　 　 ”　 　 　3F 一 一115、0016 ．054 ．65 一

Aもsidia 　I．ichtheilni⊇ B 一 一i　I14

．20 　　　116．35
　　　 し

14・40
［

一

”　　 spec ．　 1K 　 一 13，2514 ．75
　　　111

．85 一

”　　　 〃　　　2F ｝ 一
116 ，5017 ・85113．40 一

〃　　　　 〃　　　 3A 一 　i一 16．10
　　　　　「

1！7・6015 ．10 一

Mucor　puslllu呂 ，

Aspergillus　OryzaeMB

」

「

　　　　　1
　　　−

I　 I
　 14，90

　　　［
14・50i
　　　」
16．05115

・7°114
．75

i
　 l6．10

　　　　

15．65

　　一

　　　”　　 3pe α 　3

E ・エd・ m アces　Hordeip

　　　〃　　 Lindne1・i冫

IE

工，

　　＿1

　　　il5，45

夏5．70

13．751
　　　1

；：：窒1
14．859

．7012

．85

　 13．20

　　　　　1
　　 1．8α

la5 「

　　　｝
1

　　　−

1　　　−一

｝

　

一

管

糖
化
力
強

毫

爲
め

○
・

二

五
 

の

皷
麹

水
渡
濾
液
な

注

加
せ

し

も

の

な

り
。

を

得
べ

し
。

叉
是
等
の

實
驗
に

供
し

セ
る

菌
株
中
澱
粉
液
化
最
も

速

か

な四
り

し

は

属
90
『

℃
二
。・

卍
島
噌

及
び

麹

菌
屬
の

二

種
な
り

し
も

比

較
的
フ

エ

ー

リ

ン

グ

氏

液
に

依
る

還．
兀

力
小

な
り
。

之
に

反
し

図

ぼ
N

名
磊
屬

は
三
種
と
も

液

化
良

好

な
ら

ざ

る

も

還
元

力
大
な
り
o

是
れ

前
者
は

麥
芽

糖
及

糊
精
を
多
量
に

生
せ

し
に

原
因
し

後
者
は

多
量
の

葡
萄

糖
を

成
生
せ

し
に

依
る

な

ら
む
か
o

＞
び
加

莓
ρ

鵬
は

四

種
と
も

是
等

兩
者
の

中
間
に

位
し
液

化
力
及
還一
75
力

共
に

和
等
良
好
な
り
o

叉

尊
貳
o
旨
鴇
窃

屬
も
二

種
と

も
四
〇

度
−
四

五
度
に

於
て

は

麹
箘
に

相

當
す
る

張
き

液
化

力
並

し

糖

化
力
を

有
す

。

　

本
實
驗
に

よ

り

各
菌
種
の

糖
化

最
適
温

度
を

概
略
知
る

事
を
得
把
れ
ざ

も

糖
化

度
の

良
否

は

未
だ

決
定
す
る

能
は

す
。

是
等
の

菌

種
中
に

は

四
日

間
以

上

培
養
す

る

時
は

糖
化
作

用
の

減
少

す
る

も
の

と

之
に

反
し

増
大

す
る

も
の

と
あ

る

を
以
て

な
り
o

由
つ

て

是
等
に

關
す
る

實
驗
は

更
に

報
告
す
べ

し
o

　

　

　
　
二

、

澱
粉
糖
化
最
適
温

度
に

於
け

る

最

適
糖
化
酸
度

　

更
に

右

實
驗
に

供
し
柁

る
一

三

種
中
八

種
を
撰
び

各
々

の

糖

化
最
適
濫
度
に

於

　て

艶
三
・

八
ー

』
六
・

入
の

間
に

於
け
る

酸
度
に

て

四
時
間

前
記

同
樣
に

糖
化
し

糖

化

液
九
 

に

就
き
直

接
還
元
糖
を
定
量
せ

し
に

次
の

結
果
を
得
た

り
。

　

第
十
二

表

或
は

第
四

圖
乃
至

第

六
圖
曲
線
に

據
り

明
か

な
る
が

如
く
刃
『｛
N
。

唱

磊
。・

℃
Φ

P

は

三

種
と

も
糖
化
温

度
各
々

異
れ

と
ギ
、

も

糖
化
最
適
酸

度

は

踟
四

λ
1
吾
0
に

し
て

糖
化

酸
度
最
適
範
園
の

中
間
酸

度
は

冑
・

九
−

五

土

に

て

本
邦
麹
菌
に

比
し
酸

度
稍
々

高

蠡
五
．

ニ

ー
五
．

四

の

酸

度
よ
り

中
性
に

接
近

す
る

に

從
ひ

糖
化
作

用
急
減
し

』
六
・

八
に

於
て

は

空
曽
。

隠
。・

竜
。

ρ

日

を

除
け
ば

奘
他
の

即
甑
、

。
℃
、

．

は
糖
化
作
用
殆
ん
ギ
、

な

し
o

ン
び
切

覈
霧
窟
ρ

は

二

種
と
も

五

五

度
に

於
て

は

困
五
・

三

附
近
糖
化
最
も
良
好
に

し
て

』
五

・

三
よ

り

酸
度
増
加
す
る

も

叉
減

少
す
る

も

糖

化
作

励

躑
害
度
は

殆
ん

ざ

同
峯
に

て

減
少
す
o

目
＝

8
憎

嗟
ω

筥
翫
り

の

糖
化
最
適
酸
度
は

六
〇

度
に

於
て

困
五
・

二

附
近
な
る

も

酸
度
の

強

弱
に

據
る

糖

　

　

　
　

　
　
朝

鮮
産
麺
干

の

研

究
　
（

第
一
報
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

五
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第

十

二

表

朝

鮮
産
麺
子
の

研

究

（

第
一
報
）

二

六

瞬
　
　

醐
　
　

歯

国
諏
N

ε
毎

超
 

p
凶

　
養

　
　
　
　

ミ

　
　
国

　

奇

　
　
　
　

膏

　
　
◎⇒

臣
げ
匂卩一
山

冨

H凶
巳
齢
ず

Φ一
菖
切

　

ヤ

　
　

愕
 

。’
μ

冒
蔦
co

鬥．
℃

β
。・
＝

巨叩
M

賄
器
藩

海
沺

陣
冨
 

O
⇔
α

O°
帆
OO

’
駅
OO

噛
 
OO

’
切
O

卜
印

喝
 鬥
槻

三
ロ 
・？
噂
 

ρ

⇔
一

靄
。

崗
夥

幽
o

目
4Q

霧
囲」
冒

佳
Φ
鬥

燈一
〇含
凱

O

　
　
【

　
　

　
　

一

葺

　
舎

鑓
　
癜

凱
OoO

軌

O
。

靹
α

Q

ミ
 

O
。

 

O
。

ム

α
Q

（

℃

国
）

も◎°
ロo

←

三

…

τ
ご

畠

τ
。・

［

・・

三
 

主

語

▽
三

野
。・

ヨ
2

 

b

　

　
　

　
　

　
羅
書
麺

・

土

・

三

…

纛
贐

一

“一
切｝

．

P
目

。　塞
 ゜
心

O

　

悼゚

ゆ
研．．

直麁
OO

一
い
。゚

。…

一
一

一゚
〇

一
一゜
◎o
馴

一
〇

」
弥

団゜
QoO

一
もの

bO
ゆ一
 

 

b
・…

・

÷
§

一

悼゜
 
O　
一

◎Ω鹽
GQO

お「
 

巫

　
一

しq・
の
O

一

N°
悼

O
　
一
Go°
刈
O

 ゚

“

O

一

劇

ム
O

ド
oQO

賄゚
一

 

一
笋
OO

一
幽

qO

一
虹゜
ooO

同

一゚
蔭
い

　
　一
坤
oD
鴃

一
廓゜
悼
引 ．
　
一
 

bO

り．
 

O
　
一
山Ob

 

一
〇

仙
 

　
一
しo．
oワ

O

瞬

刈・
越

譱゚
…

一

 

類
蔓

一

 

戞
O

＝
b91

　
S
ω

OH

 

面
O

一
900

一
 

団
 ．

一
“

」
凱

一
刈゚

一

〇

＝°
O

句

一
9
“

9

一
Φ゚

φ

q

一
恥゚

qQO

い
ゆ

ぴ
む

　
　　
の
り
　　
　
　

ゆ

め
　

§

§…

互

一
 鹽
゜。

°

＝
 ．
⊆°

 

一

露
 …

　
一

一

 

酬
 

一

⊆Ω

崩
O

一

朝゜
博

O

一

の

酬
9

．
印
。

。 

．

p
。

。　

置辱
O
Ω

　

軌゜
8

一
“

劫
Q
　
　
一

群
劇

O．

　

　
　

　　

一
 ．
 

 …

δ．
9 ・

9

　

　
　

　一

一
旺゜
雪
　
　一
宀
刈

切

一
90
切

　
諞
q
皇

一
い゜
悼
O

一
9
“

O

一
ド
opO

一
の゚

OO

．
一
し。°
8

一
 ゜
劇

O

目

旺゜
 

O

一
吟
OOoo尚

釦

一
一．一
〇

一
9
軌

切

一
もQ

団
O「

一
α゚

 

塾

一
鼻
⇔
O

一
qn°一
朝

一
斡
mO

 ．
oQO

 ゚

博

O

μ
吟
◎OO

一
に一
〇．

一

9
“

O

置90
 

一

タ
OO

一

〇

bO
宀
oQO

 ゜
Φ

O

一

こ自゜
 

O

一

〇
鞫
O．

一

屮

呂

一
ら◎°
qO

一
ba°
8

　
一

」
 ・
。⇔
伽…

器
o…黜

一
一

鉦
刈゜
 
⇔

鼠
朝
O

一

ド
qo
中

一一
6
 

疑
畧

§一

翕

§一
 

b

oσ「
 

O
　
凱゜
悼

伊
OO

　
 

b

ロ

ゆロ
ゆ

タ
　
　

ロロ
ロ

一

監

鵠

HO

鹽
◎QO

　
　
馴

」

爵

嬉
贐

蜘
顧
欅
團

0
暑

囲

照

団
国

しQ

勺
O

q
面
O

馘．
。

。…

…

ユ

化

度
の

減
少
峯
は

極
め

て

少
く

糖
化
曲
線
（

第
五

圖
の
ー

）

最
も
緩
か

な
り
。

　
叉
五
〇

度
に

於
け
る

自

色
麹
菌
（

〉
。・

や

ぞ
8・
。。

）

の

糖
化

曲
線

（

第
六
圖
の

ー
）

は

〉
ω

や

○

靖
N

器
　
の

共
に

能
く

類
似
す
。

m
五
・

三

附

近
糖
化
最
も
良

好
に

て

』
四
・

八
よ

b
小
と

な
る

か

或
は

』
六
。

四

よ

り

大

と

な
る

時
は

糖
化
作
用
急
減
す
。

叉
四

五

度
に

於
け

る

国

巳
95
、
8mH

」
コ

曾
鼠
層

の

糖
化

曲
線
（

第
六

圖
の

2
）

　
も

五
〇

度
に

於
け
る

〉
、

7

0
蔓
N

霧

叉
は

〉
・・

唱．

名
 

ρ

。。

の

曲
線
に

類
似
し
最

適
糖
化
酸

度
は

』
五

・

］

に

て

印
四
・

八
以
下
及
⊥

ハ

・

○

以
上
の

隔
に

て

は

糖
化
作
用

急
減
す

。

　

以
上

各

種
糖
化
菌
に

慷
る

糖
化

曲
線
（

第
四

圖
乃
至

第
亠

ハ

圖
）

と

軅
子
及
び

生
小

麥
の

糖
化

曲
線
（

第
一

圖
乃
至

第
三

團
）

を

見
葛
に

從
來
一

般
に

信

じ
ら
れ

党

る

所
謂
支

那
酵
母

即
ち

黐
子
め

糖
化
圭
要
菌
な
る

閑

三
N

。

陽
ω

類
は

勿
論
紬

子
の
一

糖
化
菌
だ
る

は

疑
ふ

の

餘
地

な
け

れ
こ

も

該
種
屬
以

外
の

菌
種
も

叉
舳
子
の

糖
化
に

關
與
す
ぺ

き

も

の

き

確

信
す
。

何
と

な

れ
ば

園
巨
N
。

腰
ω

。・

鷲
ρ

を
し
て

黐

子

糖
化
圭
要
菌
占

假

完
せ

ば

黏
子
の

糖
化

曲
線
は

第
四
圖
の

糖
化
曲
線
に

術
ほ

生
小
麥
の

糟
化
素

關
係
す
る

と
雖
ご

も
糖
化
最

適
酸
度
限
界
は
狹
隘
に

し
て

』
五
．

四

附

近
よ

b
臨
の

増
大

す

る

に

從
ひ

糖
化
作

用
は
急

減
し

叉

糖
化

最
適
酸
度
は

困
四
・

九

附
近
な

ら
ざ

る

可
か

ら
す
。

然
る

に

實
際
臨
五
・

四

附
近
は

紬
子
の

最
適
糖
化
酸
度
に

し
て

』

六
・

六
−

亠
ハ
・

八

附
近
よ

b
』
大
と

な
れ
ば

糖

化
作
用

急
減
し

糖
化

最
適
酸

度
限
界
は

宏
汎
な
り
。

此

等
の

事
實
は

明
か

に

幻

蔓
。

署

諺
鷲
ρ

以

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

　

　
外
の

糖
化
菌

類
π

る

〉
び
臨
血

す

ω

℃
ゆ

ρ 

〉
・・

℃°

○

蔓
鎚
。唱

及

団

巳
。

旨
碧
霧

・・

隗
ρ

等
の

如
き
が

黐

子
の

糖
化
作
用
に

關
係
深
き
物
な
る
べ

き

を
推
定

　

　
す
る

に

足
る

べ

し
。

是

等
の

菌
種
が

強
き

糖
化
力
を

有

す
る

事
は

齋
藤

博
士

も

高
梁
酒
微
生
物
に

關
す
る

研

究
報
告

中
に

既
に

發
表
さ

れ
し

事
あ

り
。

　

　
　
叉
第
一

項
及
び

第
二

項
の

試

驗
結
果

よ

b
考
察
す
る

に
一

般
に

高
温
に

非
ら
ざ

れ

ば

發
育
不

良

な
る

菌
種
は

糖
化

最
適
温

度
も
高
く

叉
多
く

の

種

　

　
類
に

就
き

實
驗
を
重
ね

ざ

れ

ば

正

確
な
る

結
果
を
發

表
し

得
ぎ

る

も

概
し
て

糖
液
中
に

培

養
し
生

酸
性
強
く

又
蒸
米
麹
水
浸
液
の

酸

度
高
き
種
類
は

　
．

糖
化
最
適
酸
度
も
高
き

も
の

、

如
し
o

　

　
　
舶

子
の

糖
化
最
適
温

度
は

第
四

表
に

於
て

四

五

度
ー

五

〇

度
及
五

〇

度
ー

五
五

度
の

兩
種
あ

る

を
認
め

陀
る

が

前
者
は

明
か

に

糖

化
最
適
温
度
低

　

　
き−

国
］

合
ヨ

｝

δ

靄

＝
。

凌
瓜

勺

叉
は

国

巳
。

巳
〉

δ

空

冖

ぎ

含
竃
｝

の

如

き
種
類
の

發
生
多
か

b
し

に

基
因
す
る

も
の

ら
し
く
叉
五
五
度
以
上
の

温

度
に

　

　
於
て

糖
化
作

用
の

減
少

す
る

は

閃
罠
N

。
℃

磊
・。

究
ρ

ゆ

及

覊
9c
戦

唱
ロ
の…

ぎ
。・

”

等
の

如
き
糖
化

最
適
温

度
高
き
種

類
の

發

育
不

良
な
り

し

に

依
る

も

　

　
の

な

る

べ

し
。

　

　
　・

　
　

　
　
　

三
、

高
梁
澱
粉
並

に

米
澱

粉
の

糖

化

　

　
　
馬
鈴
薯
可

溶
性
澱
粉
の

糖
化
は

第
十
一

表
の

糖
化
最

適
温

度
の

試

驗
結
果
に

依
ら

各
薦

種
の

糖
化
良

否
を

大

體
比

較
し
得
た

る

も

更
に

高
梁
澱
粉

　

　
及
び

米
澱
粉
の

糖
化
を

比
較
せ

し
に

次

の

如
き
結

果
を

得
陀

bo

但
し
澱
粉

糊
液
の

濃
度
は
二

％
に

し
て

五
〇
 

を

使
用
叉
其

酸
度
は

豫
め

綏
衡
液

　

　
を

加
へ

匝
五
・

一

乃
至

印
五

・

二

に

調
節
し
三

五

度
に

於
て

糖
化
を
行
ひ

た

り
。

表
中
の

數
字
は

糖
化
液
五
 

中
の

直

接
還
元
糖
に

相

當
す
る

過
満
俺

　

　
酸
加

里
液
に

て

二

％

澱
粉
糊

液
五
 

は

鹽
酸
に

て

常
法
の

如
く

加
水
分

解
せ

し
に

高
梁
澱
粉
は
一
亠

ハ
・

九

五
 

叉
米

澱
粉
は
一

七
．

〇
五

 

の

過
滿
俺

　

　
酸
加
里
液
に

相

當
せ

る

還
元
糖
を
生
ぜ

b
。

垂
本

轟
に

使

畧
し

褻
澱

瞥
當

試
驗

所

製
・

m

に

粂
澱

醤
・

ル

ク

會

勢
製
．
 

な

り．、

　

　
　
第

十
三

表
の

結
果
よ

b
見
る

に

高
梁

澱
粉
に

對
し

糖
化

良
好
な
り

し
は
｝

般
に

園
ぼ
No

℃

瑟

ぞ
o
。・℃

ぼ
巳
。
H冒
燭
。

翕
。・

需
9

及

〉
げ
臨
臨

冨

。・

需
ρ

に

　

　
し
て

麹

菌
屬
之
等
に

次

ぎ

冒
9
母

℃

琶
ぎ
・・

ッ

最
も

不

良
な

り
。

然
る
に

此
等

薗
類
の

澱
粉
液

化
の

様
子

及
び

沃
度
反
應
等
を
檢

す
る

に

○
・

五
 

の

　

　
麹
水
浸
液
（

酵
素
液
）

を

注
加
せ

し

も
の

に

あ

り
て

は
二

四

時
間
糖
化

後

同
窪
N
。

℃

昜

巷
 

9H

（

切・

及
Z

）り

罕博
N

亳
二
ω

ω

究
。．

挿

冨
尸、
。

。
．

唱
嵩
、

黨
g
。。

”

】

国

民
。

日

鴇
窃

国
。

貳
。

；

及

国

註
。

目

凋
窃

ご

巳
磊
瓜

り

の
亠

ハ

種
は

糖
化
液
の

上

液
自
濁
し
下
暦

液
部
に

禦
状
沈
澱

を
生

じ

痕
跡
の

沃

度
反

應
あ
り
。

 

蓋
の

菌
種
に

到
b
て

梵
て

上

鬟
靉
明
と

な
り

下

鬟
部
は

猴
沈

撃
生
・

沃

獲
翳
宅
就
中

蔆
反
應

蕩
な

と
は

罕

暑

　

　
　

　
　

　

　

朝

鮮
産
麺
子
の

研

究
　
（

第
一
報
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

七
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朝
鮮
産
麭
子
の

研

究
　
（

第
一

報
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

二

八

第

十

三

表
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
。。

需
ρ

。。

な
り
。

而
し
て

七
二

時
間
後
に

到
れ

ば

罕
ぎ
唱

磊
ω

需
ρ

員
B

及

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
N
）

の

兩
菌
株
は

臼
色
勿

毛
状
物

質
を
液

面
に

淨
游

す
る
に

到
り

下
層
液

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
部
の

沈
澱

物
及
沃

度
反

應
淌
…

失
し
透

明
液
と

な
る
Q

冒
口

。〔）
唱

唱

霧
巳
昜
ぎ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
囲
ぼ
N
。

隱
ω

招
¢

ρ

N

団

民
。
目
回

〉 、
∩

窃

寓
。

註
の

富

及
国

民
。

日
｝、
龕
ω

ご

民
器

略

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
の

四
種
は

全
液
著
し
く

白

濁
し

沃
度
反
應
極
め

て

僅
少
と

な
る
。

其
他
の

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

種
類
は

上
雇
液
部
乳
自

色
と
な

り

下
層
液
部
は

術
ほ

絮
状
沈
澱
物
及

び

沃

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

度
反
應
あ
bo

又
二

四

時

間
の

糖
化
に

於
て

澱
粉
液
化
の

良
好
な
b
し

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ン
臼

目
母

隱
・。

穿
死

は
直

接

還
元

糖

に

依
る

還

元
力
僅
少
に

て

更
に

三

日

間

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

糖
化
す
る

も

還
元

力
の

培

加
極
め

て

僅
少
な

b
。

之
れ
に

反
し

液
化
不

良

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

な
b
し

”

巨
N
。

で

瑟

ぞ
 

∩

 
W

　
は
二

四

時

間
糖
化

後
に

は

直
接

還
元
糖
の

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

生
成
他
の

兩
男
嵐
NO

鷲
・

…
鷲
○

に

比
し

僅
少

な
り
し
も
九
⊥

ハ

時

閙
後
に

は

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

著
し
ー

糖

量
壻

大
し

罕
ぎ
℃

磊
・・

℃
 
6

』

を
凌
駕
せ

り
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
次
に

米
澱
粉

に

於
け

る

糖
化
の

状
態
を
檢

す
る

に

国

巳
。

ヨ

鴇
霧
。・

需
ρ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
の

二

種
を

除
け

ば

高
梁
澱
粉
よ

り

も
液
化
及
び

糖
化

良
好
な

b
。

從
つ

て

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

沃
度
反

應
の

淌
失
も

比

較
的
に

速
か

な
り
Q

然
れ
ざ

も
糖
化
液
は
乳
自

色

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

を
呈
し

高
梁
澱
粉
の

揚
合
に

於
け

る

が

如
く

透
明
液
と

な
ら
す
o

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
皴
麹
水

浸
液
注
加

後
二

四

時
間
糖
化
せ

ば

匹
蔚
・
℃

瑟

舶
8幽

（

切

油
Z

）

は

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

兩
株

と

も
全
液
乳

白
色
に

混
濁
し

液
底
に

塊

欺
の

自
色
沈
澱
物

を
生
す
Q

振
蘯

し
暫
時
靜

置
せ

ぱ

該
沈

澱
物
は

液

上
に

淨
游
す
る

に

到
り

沃

度
反
應
殆
ん
ご

淌
失
す
。

其
他
の

菌
種
は

凡
て

沃
度
反
應
淌
失
せ

す

し
て

液
の

下

層
部
に

絮
状
の

沈
澱
物
を

生
じ
上
層
液
は
乳

白
色
を
呈
し
不

透

明
な
り
。

共
絮

状
沈
澱
層
の

高
さ

は

糖
化
の

程

度
に

よ

b
異
な

を
見
る
。

又
四

八

時

間
の

糖
化
に

於
て

は

罕…
N
。
で

磊
・。

黠
ρ

H

（

B

及
N
）

及

閑
三
N
。

鷲
m

ぞ
 

ρ

卜。

の

三

種
は

全
く

沃
度
反

應
淌
失
し

液

面
に

白
色
絮
歌
物
淨

游
す
る

に
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到
b
糖
化
液
は

清
澄
す
る

も

透

明
と
な

ら
す
o

窓尸
8
自

℃

磊
置
磊
評

〉
し・

℃
o
『

αq

葺
瑟

○
「

〉 、
鑓
ρ

〉
い

℃

巽
σq

贇
田
・。

や
Φ

o°
こ。

及
び

国
昌
α

o
日
団
o

窃

目

貯
良
旨
o
臨
り

の

四

種
は
液
底
に

塊
状
白

色
沈
澱

物
を
生
す
る

も

之
れ

を

振
盪
し

暫
時
の

間
靜
置
す
る

時
は

液

面
に

絮

朕
物

質
淨
游
し

液
底
の

沈
澱
物

淌
失
す
。

而
し

て

〉
・・

宰

○

煢
母
 

及

国

註
。

日
》、
8
。。

一

貯

号
豊
〜

の

二

種
の

み

は
痕
跡
の

沃

度
反
應
あ

り
。

其
他
の

菌
種
は

何
れ

も
液

底
の

絮
状
沈
澱

物
淌
失
す
る

事

な
く
上

層
液

乳
白

色
を
呈
す

。

而
し

て

沃
度
反
應
徇
ほ

存
す

れ
ご

も

高
梁

澱
粉
の

場
合
し

比
し

僅

少
な
り
〇

九

六
時
間

糖
化
せ

ぱ

益

部
液

面
に

絮
状

の

淨
游
物
を
生
じ

液
底
の

墾

状
沈
澱
淌
失
す
る

も

糖
化
液
は

爾
ほ

乳

白
色
を
呈
し
透
明
と
な

b
し
も
の

な

し
。

》
び
ω

強
騨

ご
6

簿
冨
巨
鮮

〉
σ
・

齪
曽

。。

隗
ρ

hっ

及
び

国

滋
o
日

鴇
厨

国
。

a
 

寄

の

三

種
は
術
ほ

僅

少
の

沃
度
反
應
を

認
め

た

bQ

　

　

　
　

　
　

　

總
　
　

　
　
括

」

瑚

子
の

澱
粉

含
有
量
は
｛

六
種
に

就
き
て

定
量
せ

る

が

粗
舳
子
と

粉
細
子
と
に

依

り
夫
々

異
り

無
水

物
と

し
て

前

者
は
亠

ハ

四
i
七
一

％
叉

後
者
は

　

七
→

ー
八
〇

％
な
り
o

而
し
て

水
分
は

兩
者
殆
ん

ご

差

違
な

く

＝
ご

1
一

七
％
の

間
に

あ
り
。

a
黐
子
十
八

種
に

就
き

菌
類
分

離
を
行

ひ

總
計
五

〇

種
の

微
生
物
を

分
離
せ

b
。

内
絲
状
菌

類
三
七

種
、

醸
母
菌

類
九

種

及
細
菌
類
四
種
な
り
。

就

　

中
麹
汁
塞
天

扁
李

培

養
法
に

依
り
客
易
に

多
數

分
離
さ

れ

し
菌

種
は

次
の

如
し
。

絲

状
菌
と

し
て

は

》
び
ω

感
9

。。

需
64

＞
。。

や

○
φ、
騫
ρ

口

三
No

唱

昜

　
・。

需
6・”

国

巳
。

旨
》 、
8
ω

・。

需
9

及
び

〉
。。尉
）°

笹
99

話

等
な

り
o

又
醸
母

菌
と

し
て

は

m

霧
鼻゚

8
δ

畧
島

しり
p闇
8

と
は

多
少
性
質
を

異
に

し

麥
芽
糖

　

を

能
く
醗

酵
す
る

留
∩

6H

广

ぞ
弐

を
叉
産
膜
性

釀
母

菌
と

し
て

づ，

莓
営

聟
9
ゴ

巴
P

及
7

ぢ
。

鼠
虫、
ヨ
騨

ぞ
 

ρ

を

分
離
せ

り
。

而
し
て

細
繭
類
と

し

　

て

分
離
さ

れ

た
る

は

主
と

し
て

筑
酸

菌
及

枯
草

菌
な
り

し
も

細
菌
類
の

分

離
は

之
を

目
的
と

せ

ざ

れ
ば

單
に

絲

菌
朕
菌

及
び

醸
母

菌
分

離
の

際

發

　

生

し
來
た

れ
る

種
類
な
る

を

以
て

極
め

て

小

數

な
り
o

一

般
に

朝

鮮
産
細

子
中
よ

b
分

離
せ

る

菌
類
は

国

三
No

℃

昜
。。

で
oo

こ

ン
ぴ
ω

箆一
，

着
Φ

9

及

　

留
R
げ

霞
○

ヨ
｝

δ

霧
。・

需
ρ

の

二
、

三

菌
株

以
外
の

種
類
は

滿
洲
産
黄
酒
用
及

高
梁
酒
用
黜
子

中
の

菌
種
と

類
似
菌
株
多
し
0

3。
粉
舳

子
−

號
よ
b
少
數

分
離
せ

る

白
色
麹
菌
は

從
來
の

文
献
に

見
ざ

る

種

類
に

し

て

梗
子
は

第
｝

梗

子
の

み

に

て

分
岐
せ

す
。

芽
胞
子
は

球

形
無

　

色
に

て

直

徑

五
−
六
ミ

ク

ロ

ン

餘
を

有
し
極
め

て

稀
に

は

粗
面
あ

る

も

殆
ん
ご

滑

面
な
b
。

而
し
て

蛋
自
分
解

力
を

有
し
又
糖
化

力
強
く

糖
化
最

　

適
温

度
及

酸
度
或
は
蒸

米
麹
の

香

氣
等
の

如
き

は

能
く

本
邦
麹
菌
に

類
似

す
。

由
つ

て

本
菌
は

麹
菌
の

代
用
と
し

て

工

業
的
價

値
を

有
す
。

叉
本

　

菌
の

蒸
米

培
養
水

浸
液
或
は

麹
汁
培

養
中
に

は

麹
酸
の

反
應
顯
著
な
b
。

4
紬

子
糖
化
素
（

紬

子
水
浸
液
）

の

糖
化
最
適
酸
度
は

四

時

間
の

糖
化
に

於
て

は

五
〇

度
に

て

隔
五
・

二

ー
五

。

三

叉
五
五

度
に

於
て

m
五

．

三

−
五
．

四

　

　

　
　

　
　
期

鮮
産

翹
子
の

研
究

　
（

第
冖

報
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

九
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朝
鮮

産
麺

子
の

研
究

　（
第
一

報
）

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

三

Q

　

附
近
な

b
。

而
し

て

最
適
酸
度
の

限
界
範
圍
の

申
間

酸
度
は
五
〇

度
、

臨
五

・

六
−
五
●

八

叉
五

五
度
』
五
・

五

−
五
・

七
附
近
な
bo

叉
四

時
間
の

糖

　

化
に

於
け

る

糖
化

最
適
温

度
は
皴
子
に

依
b
多
少
異
b
四

五

−
五
〇
度
の

も
の

或
は
五

〇

1
五

五

度
の

も
の

と
あ

り

て
｝

定
せ

ざ
る

も
一

般
に

五

　

〇

度
内
外
と
見
れ

ば
大
な
る

相
蓮
な

し
0

5
嫐
子
原
料
（

小

麥
粉

末
）

中
に

既
に

存
す
る

糖
化
素
の

最

適
糖
化

温
度
は

五
〇

度
内
外
に

し
て

其

最
適
糖
化

酸
度
は

』
五
・

○

ー
亠

ハ

・

四
の

聞
に

存
し

　

宏
汎
な
る

糖
化

最
適
酸
度

限
界
を

有
し
』
五

・

亠

パ

ー
五
●

七
の

酸

度
は

其
の

中
間
な
り
。

6
粗
細
子
志

粉
紬
子
の

糖
化
力
は
多

少
の

例
外
あ
れ
こ

も
冖

般
に

前
岩
よ

り

後
渚
は

糖
化
優
良
な

り
。

ス

貍
子
の

糖
化
力
比

較
試
驗
は

瓢
五
・

三
の

酸
度
に

て

五

〇

度
に

二

時
聞

糖
化
せ

ぱ

可
な
り
。

而
し

て

酵
素
液

は

難
子
粉

末
に
一

〇

倍
量
の

水
を
加
へ

　
室

温
に

四

時

間
浸

漬
後
濾
過
せ

る

濾
液
を
使
用
す
る

か

或
は

水
の

代
り

と

し゚
て

二

〇

容
％

酒
精
液
を

以
つ

て

浸
漬
せ

る

濾
液
を
使

用
す
べ

し
o

澱

　

粉
掖
は
二

％
糊

液
を
佳
と

し
酵
素
液
の

注
加

量
は

澱
粉
液
五

〇
 

に

對
し
○
・

五

1
一
・

O
 

な
り
。

＆

舳

子
の

熟
乾
燥

に

依
る

糖

化
素
の

阻
害
温

度
は

六
二

度
−
六
四

度
以
上
に

存
し

九
八
−
九
九

度
に

五
時
聞
乾

燥
せ

る

も

の
Σ

糖

化
阻
害
率
は
何

等

　

乾
燥
せ

ざ

る

比

較
資
料

の

約
｝

五

ー
二

〇

ま
な
b
。

而
し
て

乾
燥
温

度
の

高
低
は

糖
化

最
適
酸
度
に

影

饗
を
及
ぼ

さ

す
。

a
蒸
皴
に

四
H
問

培

養
せ

る

十
三

種
の

糖
化

力
を

有
す
る

絲
歌

菌
に

就
き

糖
化

最
適
温

度
を

檢
し
叉

内
八
菌
種
を
撰
み

各
々

の

糖

化
最
適
温
度
に

於

　
け

る

最
適
糖
化
酸
度
を
檢
し
セ
る

に

澱
粉
の

液
化

最
も

速
か

な
り

し

は

ヨ尸冖
8
「

噌
。。

穿
乾

及
び

〉
・。

℃．

○

曙
N

器

及
び

臼

色
麹

菌
（

〉
ω

唱・
ω

罵
。

し。

）

　
な
る

も
直

接
還
元
糖
の

生

成
量
比

較
的
少
な
し
。

羅
計
。

唱
＝

臣
暮
∩・

は

之
に

反
し

液

化
は

除
々

な
る

も

直

接
還
元

糖
の

生
成

量
多

し
。

〉
び
切

察
澣

巷
6

ρ

　

及

響
戸

鳥
。、
、

煽
。

．

、

・・

℃
。

。・

は

液
化
力
並

に

糖
化

力
共
に

前
記

兩
者
の

中
間
に

あ

b
。

而
し
て

各
菌
種
の

糖
化
最

適
温
度
及
酸
度
は
次
の

如

し
。

　

　
　

　
仆

困

種

名

　

　
糖
化

蠡
温

度

　

糖
化

蠡
饕
 

　

雛
離
騰
 

　

　
　

搴
ド
o

響
伍

竜
 

ρい
一

（

b6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
OOI

趣

ひ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宀
 

　

　
　

、
、

°

　

、、

　
卜3

　

　

　

　

　

騒
i8

。

　

　

　

　

　

　
ら゜
°。

　

　

　

　

　

　

　

竈

、
、

、
、

　
　
¢。

〉
び
ロり圃
◎

邸

H

昌
∩

ゴ
叶

ゴ

臨
ヨ
影

α
OI

伽
Uo

◎
ひ
o
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ミ
、、ミ

切

℃
o
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同鱒こQ

、、ミ
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9
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9Q9

　

　
　
冒
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o
「

眉

磊
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弾
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〉
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℃

2．
讐
一
H

尸
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○
「

｝

§
p
 

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
 
Oo

　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

l
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

ー

　

　
　、、
　
　
　
　

し。

℃
 

ρ

　
こo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

属

　

　
　
団
昌
儀
o

旨
｝

、

∩

o
ω

頃
oa

 

寄

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
虧
O
ー
虐
ぴ

o
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

−
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

ー

　

　
　

ミ

　
　
　
　

ご
昌
餌
昌
 

籍
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　、、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

α

』

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

9
じ0

10
菊

ぼ
N

ε
磊

着
 

p

は

嫐

子

糖
化
菌
の
｝

な
れ

こ
も

皴
子

糖
化
曲
線
及
各
糖

化
菌
の

糖
化
曲
線
或
は

皴
子
の

糖

化
最
適
温

度
等
よ

り

推
定
し
黜
子
糖

　
化

主

要
菌
と

し
て

認
め

難
く

嫐
子
の

糖
化
作

用
は

因
匿
N
。

窟
・・

以

外
の

〉
σ
の

強
9

超
Φ

2
＞
。・

や

O
蔓
鑓
 

及
び

団

巳
。

ヨ
〉 、
62

ぞ
。

P

等
の

關
與
す

　
る

も
の

な
る

事
を

推
定
し

得
ぺ

し
。

　

又
一

般
に

發
育
温

度
の

高
き

種
類
は

糖
化
最
適
温
度
も

高
く

叉
生
酸
性
強
き

種
類
は

概
し

て

糖
化
最

適
酸
度

も

高
き
も
の

・

如

し
。

11
二

％
高
梁

澱
粉
叉
は

米

澱
粉

糊
液
を

以
つ

て

酸
度
を
隔
五
・

一

ー
五
・

二

と

な
し
三

五

度
に

四
日

間

糖
化
し
陀

る

に

直

接
還
元
糖
の

生
成
良
好
な
る

　
は

肉
露
N
。

喝

磊
・・

℃
。

ρ

》
げ

臨

黛
p

ω

℃
。

ρ

及
び

国

a
。
昌

著
8
。。

。。

℃
 

ρ

に

し
て

不
良
な

る

は

寓
砦
o
「

嗟゚
。

日
島
〜

な
る

も

澱
粉
液
化
は

速
か

な

り
。

　

米
澱
粉
は

高
梁
澱
粉
に

比
し
糖
化
稍
々

良
好
に

し
て

從
つ

て

沃

度
反
應
の

淌
失
も
叉
速
か

な
り
。

然
れ
こ

も

糖
化
液
は

乳
白

色
を
呈
し

透

明
に

な

　
り
が

た
し
。

　
国

鼠
o
日

旨
畠

＝
。

註

魯

及

団

註
。

日
｝

、

6
 

・・

ご
民
需
亳

の

二

種
の

み

は

米
澱
粉
よ

り

も

高
粱
澱

粉
に

樹
し
糖
化
稍
々

良
好
な
る

が

如
し
。

　

絡
b
に

臨
み

本
研

究
を
行
ふ

に

當
b
研

究
資
料
陀

る

舳
子

を
惠
與
さ

れ

し

仁
川
朝
日

醸
造
株

式
會
肚

技
師
岡
精
二

氏
及
び
李

壤

大
李

醗
造

株
式

會

　

瓧
技
師
川
上

七
郎

右
衞
門
兩

氏
の

好

意
に

甥
し

深

謝
の

意
を
表
す
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

滿
鐡

中
央
試

驗
所
に

て

朝
鮮

産
翹
子
の

研

究

　
（

第
一

報
）
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韓
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調

査
　
　
　
　
化

學
之

友
　
　
　
　
第
一
卷
　

明
治

四

十
二

年

　

一
）一
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巴
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ユ
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隹
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O
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σ

　
　

麺
子

製
造

中

に

於
け
ろ

微
生

物
の

發

育

状
態
に

就

て
、

滿

鐵

中

央

試
驗

所

報

告
、

第
二

輯
、

大
正

四

年

　

黄
酒
醸
造
に

關
す
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徹
生

物

調
査
報

告
，

滿

鐵
中
央
試
驗
所

報
告

、
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二

輯
、

大

正

四

年
．
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